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今こそ、次代に語り継ごう！

　

文
久
３
年
（
１
８
６
３
）、
萩
藩
は
攘
夷
決
行
に
よ
り
欧
米
列
強
を
敵
と
し
、
今

か
ら
１
５
０
年
前
の
元
治
元
年
（
１
８
６
４
）
７
月
19
日
、
禁
門
の
変
に
よ
り
朝
敵

の
汚
名
を
着
せ
ら
れ
、
幕
府
に
よ
る
長
州
征
伐
が
始
ま
り
ま
す
。 

　

萩
藩
は
四
面
楚
歌
、
絶
体
絶
命
の
危
機
に
陥
り
ま
す
が
、
苦
節
５
年
、
藩
論
を
統

一
し
、
身
分
を
超
え
た
兵
制
を
敷
き
、
松
下
村
塾
門
下
生
を
主
軸
に
、
激
動
の
時
代

を
切
り
拓
き
、
明
治
維
新
と
い
う
偉
業
を
達
成
し
ま
す
。 

　

平
成
30
年
（
２
０
１
８
）
に
「
明
治
維
新
１
５
０
年
」
の
節
目
の
年
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
近
代
日
本
の
扉
を
開
い
た
先
達
の
歴
史
を
ひ
も
と
き
、「
明
治
維
新
胎
動

の
地
」
と
し
て
、
先
達
の
織
り
な
す
「
幕
末
・
維
新
の
萩
物
語
」
を
語
り
広
め
、
次

の
世
代
に
語
り
継
ぐ
た
め
、
記
念
事
業
を
開
催
し
ま
す
。 

　

萩
の
ま
ち
で
育
っ
た
志
士
た
ち
が
、
幕

末
・
明
治
と
い
う
歴
史
の
中
で
、
ひ
と
つ

の
大
き
な
時
代
を
切
り
拓
い
て
い
っ
た
。

大
局
的
な
視
点
か
ら
、
現
代
か
ら
明
治
維

新
を
ど
う
評
価
す
る
の
か
を
テ
ー
マ
に
開

催
し
ま
す
。

■
と
き　

７
月
19
日
（
土
）　

午
後
１
時

30
分
～
４
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
プ
ロ
グ
ラ
ム

開
会
行
事
（
１
時
30
分
〜
）

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト（
１
時
40
分
〜
）

▽
歴
史
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
「
草そ

う
も
う
く
っ
き

莽
崛
起
」

第
１
部
：
記
念
講
演
（
２
時
〜
）

▽
演
題　
「
現
代
か
ら
明
治
維
新
を
ひ
も

と
く
～
次
代
を
切
り
拓
い
た
萩
の
志
士
達

の
原
動
力
～
」

▽
講
師　

松
本
健
一
（
麗
澤
大
学
教
授
）

第
２
部
：
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン（
２

時
50
分
〜
）

▽
テ
ー
マ　
「
追
い
つ
め
ら
れ
た
萩
藩
・

苦
難
の
時
代
」

▽
パ
ネ
リ
ス
ト

◦
松
本
健
一

◦
海う

み
は
ら原 

徹と
お
る（

京
都
大
学
名
誉
教
授
）

　

１
９
３
６
年
山
口
県
生
ま
れ
。京
都
大

学
卒
。同
大
学
教
授
を
経
て
、現
在
は
京
都

大
学
名
誉
教
授
、教
育
学
博
士
。専
門
は
日

本
教
育
史
、特
に
江
戸
時
代
か
ら
近
代
に

か
け
て
の
教
育
、吉
田
松
陰
や
松
下
村
塾

な
ど
を
研
究
。著
書
に
、「
近
世
私
塾
の
研

究
」（
思
文
閣
出
版
）、「
吉
田
松
陰
」「
高
杉

晋
作
」（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）ほ
か
多
数
。

◦
三
宅
紹つ

ぐ
の
ぶ

宣
（
広
島
大
学
大
学
院
教
授
）

　

１
９
４
９
年
広
島
県
生
ま
れ
。
広
島
大

学
大
学
院
教
授
、
文
学
博
士
、
山
口
県
史

編
纂
委
員
会
明
治
維
新
部
会
長
。萩
藩（
長

州
藩
）
の
幕
末
・
明
治
維
新
期
に
関
す
る

総
合
的
研
究
に
取
り
組
み
、
萩
市
史
執
筆

委
員
を
務
め
た
ほ
か
、
今
春
か
ら
実
施
さ

れ
た
「
萩
・
幕
末
維
新
検
定
」
で
は
問
題

集
（
テ
キ
ス
ト
）
を
監
修
。

▽
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

野
村
興
兒
（
萩

市
長
）

■
入
場
料　

無
料（
入
場
整
理
券
が
必
要
）

■
整
理
券
配
付
開
始
日　

６
月
30
日（
月
）

■
整
理
券
配
付
場
所　

市
役
所
本
庁
総
合

案
内
、
市
民
館
、
各
総
合
事
務
所
地
域
振

興
部
門

■
問
い
合
わ
せ　

企
画
政
策
課
（
２
５
・
３
５
６
９
）

萩
・
明
治
維
新
１
５
０
年

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

方
面
で
執
筆
。
日
本
近
代
史
、幕
末
史
、

ア
ジ
ア
文
化
論
を
専
門
と
し
、
世
界
の

中
の
日
本
、
ア
ジ
ア
の
中
の
日
本
に
つ

い
て
研
究
発
表
や
執
筆
す
る
な
ど
、
精

力
的
に
活
動
。
著
書
「
日
本
の
近
代

（
１
）
開
国
・
維
新
」（
中
央
公
論
社
）

で
２
０
０
０
年
度
吉
田
茂
賞
受
賞
。「
評

伝 

北き
た

一い
っ
き輝

」（
全
５
巻
、
岩
波
書
店
）

で
２
０
０
５
年
度
司
馬
遼
太
郎
賞
、
毎

日
出
版
文
化
賞
を
受
賞
。

萩・明治維新
１５０年記念事業

◆
紙
芝
居
「
萩
・
明
治
維
新
」

　
「
黒
船
来
航
」、「
松
下
村
塾
」等
、場
面
ご

と
に
分
か
り
や
す
く
紙
芝
居
で
紹
介
。

▽
と
き　

７
月
13
日
（
日
）
～
９
月
28
日

（
日
）
の
土
・
日
曜
日　

午
前
10
時
30
分

～
正
午
、
午
後
１
時
～
３
時

▽
と
こ
ろ　

晋
作
広
場
（
南
古
萩
町
）

◆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
長
州
お
は
ぎ
」

　

幕
末
に
京
都
で
流
行
し
た
と
伝
わ
る
、

長
州
お
は
ぎ
復
活
の
取
り
組
み
。
お
茶
席

や
寸
劇
の
披
露
等
に
よ
り
、
市
内
外
の
イ

ベ
ン
ト
等
で
も
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

◆
萩
・
明
治
維
新
１
５
０
年
「
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
」

　

市
内
の
維
新
関
連
観
光
地
等
を
巡
る
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
す
。

▽
と
き　

７
月
19
日
（
土
）
～
８
月
31
日

（
日
）

▽
と
こ
ろ　

市
内
各
所

◆
「
萩
に
ゃ
ん
」
萩
城
城
下
町
散
歩

▽
と
き　

７
月
21
日
～
８
月
29
日
の
月
・

水
・
金
曜
日　

午
前
９
時
20
分
～
30
分

▽
と
こ
ろ　

萩
城
城
下
町
（
菊
屋
家
住
宅

付
近
）

◆
講
演
会
「
四
国
艦
隊
下
関
砲
撃
事
件
と

高
杉
晋
作
」

▽
と
き　

８
月
５
日
（
火
）
午
後
１
時
30

分
～
３
時

▽
と
こ
ろ　

萩
博
物
館
講
座
室

▽
講
師　

一
坂
太
郎

10
月
ま
で
の

主
な
明
治
維
新
１
５
０
年

記
念
イ
ベ
ン
ト
等

松本 健
けんいち

一
（麗

れいたく

澤大学教授）

【
記
念
講
演　
講
師
】

　

１
９
４
６
年
群
馬
県
生
ま
れ
。
東
京

大
学
経
済
学
部
卒
。
作
家
、
評
論
家
で

も
あ
り
、
評
論
、
評
伝
、
小
説
な
ど
多
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萩
市
民
号
は
萩
ゆ
か
り
の
地
を
訪
問

し
、
先
人
の
足
跡
を
辿
り
、
偉
業
に
触
れ

学
ぶ
こ
と
で
、
偉
大
な
功
績
を
広
く
情
報

発
信
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
明
治
維
新
１
５
０
年
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
、
幕
末
の
歴
史
を
振
り
返

る
機
会
と
す
る
た
め
に
茨
城
県
水
戸
市
と

福
島
県
白
河
市
へ
、
萩
市
民
号
を
派
遣
し

ま
す
。

　

吉
田
松
陰
先
生
の
水
戸
遊
学
ゆ
か
り
の

地
や
、
明
治
と
い
う
新
し
い
時
代
を
拓
く

た
め
に
多
大
な
犠
牲
を
伴
っ
た
戊
辰
戦

争
、
中
で
も
激
戦
地
の
一
つ
で
あ
っ
た
白

河
市
で
は
、「
白
河
口
の
戦
い
」
ゆ
か
り

８月20日
（水）

萩市役所（午前６時頃）→山口・
宇部空港→羽田空港→水戸市内
見学（松陰先生水戸遊学ゆかり
の地など）→水戸市内宿泊

８月21日
（木）

白河市内見学（戊辰戦争「白河
口の戦い」ゆかりの地を訪問）
→しらかわ盆踊り大会に参加→
白河市内宿泊

８月22日
（金）

白河市→ホテル椿山荘（東京）
昼食→羽田空港→萩・石見空港
→萩市役所（午後 7時 30分頃）

▼主な行程（予定）

▼主な見学所（予定）

※現地での移動は貸切バス

戊辰戦争の激戦地の一つ
となった白河小峰城

吉
田
松
陰
先
生 

水
戸
遊
学
ゆ
か
り
の
地
と

戊
辰
戦
争「
白
河
口
の
戦
い
」を
訪
ね
て

萩
・
明
治
維
新
１
５
０
年
記
念
事
業

８
月
20
日
水
～
22
日
金

の
地
を
訪
ね
る
と
と
も
に
、
犠
牲
と
な
っ

た
戦
没
者
を
慰
霊
す
る
た
め
、「
し
ら
か

わ
盆
踊
り
大
会
」
に
参
加
し
て
、
白
河
市

民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
「
白
河
踊
り
」
を

踊
り
ま
す
。

■
と
き　

８
月
20
日
（
水
）
～
22
日
（
金
）

２
泊
３
日

※
出
発
前
に
白
河
踊
り
の
練
習
を
２
回
程

度
行
い
ま
す
。

■
参
加
料　

６
万
２
０
０
０
円
（
２
人
１

室
利
用
、
食
事
付
）

■
定
員　

30
人
程
度
（
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

■
参
加
資
格　

市
内
在
住
の
方
（
高
校
生

参加者
募集！

水戸藩藩校「弘
こうどうかん

道館」、日本三大名園「偕
か い ら く

楽園」、
茨城県立歴史館（以上、水戸市）、白河小

こ み ね

峰城、
白
しらかわぼしんけんぶんかん

河戊辰見聞館、長
ちょうじゅいん

寿院（長州藩士18基30人
をはじめとした西軍墓地があります）（以上、
白河市）など

◆
特
別
展
「
描
か
れ
た
幕
末
の
萩
藩　
〜

攘
夷
か
ら
倒
幕
へ
、萩
藩
苦
難
の
道
程
〜
」

　

禁
門
の
変
や
下
関
戦
争
な
ど
萩
藩
の
苦

難
の
道
程
を
、絵
画
資
料
等
で
辿
り
ま
す
。

▽
と
き　

前
期
９
月
20
日
（
土
）
～
10
月

21
日
（
火
）、
後
期
10
月
23
日
（
木
）
～

11
月
24
日
（
月
・
祝
）

▽
と
こ
ろ　

萩
博
物
館

◆
テ
ー
マ
展
「
池
田
屋
事
変
１
５
０
年 

吉
田
稔と
し
ま
ろ

麿
の
生
涯
」

　

家
族
あ
て
の
手
紙
等
を
中
心
に
、
稔
麿

の
素
顔
に
迫
り
ま
す
。

▽
と
き　

９
月
30
日
（
火
）
ま
で

▽
と
こ
ろ　

萩
博
物
館

◆
テ
ー
マ
展
「
禁
門
の
変
１
５
０
年 

久

坂
玄げ
ん
ず
い

瑞
の
生
涯
」

　

書
簡
等
を
中
心
に
、
松
陰
や
晋
作
と
の

交
流
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
と
き　

10
月
１
日（
水
）～
平
成
27
年
３
月

▽
と
こ
ろ　

萩
博
物
館

※
内
容
等
は
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

以
下
は
保
護
者
同
伴
）

■
募
集
期
限　

7
月
18
日

■
申
込
方
法　

企
画
政
策
課
、
各
総
合
事

務
所
地
域
振
興
部
門
備
え
付
け
の
申
込
書

（
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
可
）
を
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
、

持
参
ま
た
は
電
話

■
申
し
込
み　

〒
７
５
８
︲
８
５
５
５　

企
画
政
策
課
（
２
５
・
３
１
０
２
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
２
６
・
３
８
０
３
、
メ
ー
ルkikaku@

city.hagi.lg.jp

）

　戊辰戦争（1868 〜 69 年）において、
奥州白河小峰城（現在の白河市）をめぐる
３カ月に及ぶ激戦により、新政府軍・列
藩同盟軍（会津藩、仙台藩等）の両軍はも
とより領民にも多大な被害がでました。
　盆を迎え、白河の領民は盆踊りで死者
の霊を慰めますが、長州の隊士も盆踊り
に参加し、戦友の霊を慰めたと伝えられ
ています。萩に帰った隊士にとっては、
白河踊りを踊ることが戦友への慰霊であ
ったと考えられています。150 年近くた
った現在でも、萩市の大井、田万川、む
つみ、福栄、佐々並をはじめ、県内各地
で白河踊りが伝承されています。 

しらかわ盆踊り大会

白河踊りと萩市

萩市民号
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松陰の
妹・文の
生涯を描く

　

大
河
ド
ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」
の
ヒ
ロ
イ

ン
文ふ

み

の
夫
で
、
初
代
群
馬
県
令
（
現
在

の
県
知
事
）
と
し
て
産
業
や
教
育
の
振

興
に
功
績
を
残
し
た
、
楫
取
素
彦
の
初

の
本
格
的
伝
記
を
、
萩
市
と
前
橋
市
が

共
同
で
出
版
し
ま
し
た
。

　

こ
の
伝
記
は
、
村
田
清せ

い
ふ
う

風
の
孫
で
歴

史
学
者
の
村
田
峰み

ね
じ
ろ
う

次
郎
（
１
８
５
７
～

１
９
４
５
）
が
、
昭
和
初
期
に
執
筆
し

て
い
た
草
稿
「
耕

こ
う
ど
う堂

楫
取
男
爵
伝
記
」 前

橋
市
と
共
同
で
出
版

楫取素彦

　

萩
市
大
河
ド
ラ
マ「
花
燃
ゆ
」プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
推
進
協
議
会
で
は
、
来
年
１
月
か
ら

の
ド
ラ
マ
の
放
送
に
合
わ
せ
て
、
大
河
ド

ラ
マ
館
を
整
備
し
ま
す
。

　

ド
ラ
マ
館
に
は
、
ド
ラ
マ
で
実
際
に
使

用
さ
れ
た
小
道
具
や
衣
装
の
展
示
、
セ
ッ

ト
の
再
現
、
メ
イ
キ
ン
グ
映
像
の
上
映
、

ス
ト
ー
リ
ー
や
出
演
者
の
紹
介
パ
ネ
ル
等

文
と
萩
物
語「
花
燃
ゆ
」大
河
ド
ラ
マ
館
が

来
年
１
月
に
オ
ー
プ
ン
！

萩市大河ドラマ「花燃ゆ」プロジェクト推進協議会
公式ホームページ　http://www.city.hagi.lg.jp/fumi-hagi/

大河ドラマ館 イメージ

が
展
示
さ
れ
ま
す
。

■
開
催
期
間　

平
成
27
年
１
月
11
日（
日
）

～
平
成
28
年
１
月
10
日
（
日
）

※
期
間
中
無
休
。

■
開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

■
場
所　

旧
明
倫
小
学
校
体
育
館

■
入
館
料　

大
人
（
高
校
生
以
上
）
５
０

０
円
、
小
人
（
小
・
中
学
生
）
２
０
０
円
、

※
団
体
20
人
以
上
は
、
大
人
４
０
０
円
、

小
人
１
６
０
円

■
と
き　

８
月
４
日
（
月
）
～
12
日
（
火
）

予
定
（
予
備
日
を
含
む
）

※
早
朝
、
夜
間
の
撮
影
も
あ
り
ま
す
。

■
募
集
人
員　

小
学
生
以
上
（
18
歳
未
満

お
よ
び
高
校
生
以
下
の
方
は
、
保
護
者
の

同
意
が
必
要
）、
撮
影
日
ご
と
に
数
十
人
。

※
１
日
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。

※
報
酬
・
交
通
費
等
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
選
考　

Ｎ
H
Ｋ
に
よ
る
書
類
選
考
が
あ

り
ま
す
。

■
応
募
方
法　

７
月
15
日
ま
で
に
、
大
河

ド
ラ
マ
推
進
室
備
え
付
け
の
申
込
書
（
萩

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）
を
持
参
、
郵
送
、
F
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
。

萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込
み
が

で
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
５
８
︲
８
５
５
５　

萩
市
大
河
ド
ラ

マ
推
進
室
（
２
５
・
３
１
３
９
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

２
６
・
０
７
１
６
、
メ
ー
ルkankouka@

city.hagi.lg.jp
）

「
花
燃
ゆ
」

萩
ロ
ケ
の
エ
キ
ス
ト
ラ
の
募
集

を
元
に
、
出
版
に
当
た
っ
て
漢
文
中
心

の
文
章
に
読
み
仮
名
や
句
読
点
を
挿
入

し
読
み
や
す
く
す
る
と
と
も
に
、
解
説

を
加
え
た
も
の
で
す
。

　

草
稿
は
、
平
成
24
年
に
萩
博
物
館
で

開
催
し
た
特
別
展「
楫
取
素
彦
と
幕
末
・

明
治
の
群
像
」
の
資
料
調
査
の
際
に
、

東
京
の
楫
取
家
を
訪
れ
た
博
物
館
の
職

員
が
発
見
し
た
も
の
で
す
。

　

原
本
が
失
わ
れ
た
資
料
が
多
数
引
用

さ
れ
、
楫
取
に
直
に
接
し
た
人
か
ら
の

逸
話
な
ど
、
知
ら
れ
ざ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

も
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
貴
重
な
歴
史

資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
四
六
判
、
３
９
５
ペ
ー
ジ

■
価
格　

１
８
０
０
円
（
税
込
）

■
販
売
所　

萩
博
物
館
、
萩
図
書
館
、

企
画
政
策
課

■
問
い
合
わ
せ

萩
博
物
館
（
２
５
・
６
４
４
７
）
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昨
年
の
豪
雨
災
害
か
ら
の
一
日
も
早

い
復
興
を
祈
念
し
て
、
萩
ふ
る
さ
と
大

使
で
あ
る
狂
言
師
の
和
泉
元
彌
さ
ん
の

狂
言
公
演
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

公
演
は
、
和
泉
元
彌
さ
ん
が
創
作
さ

れ
た
「
吉
田
松
陰
創
作
狂
言
」
な
ど
を
、

女
性
初
の
狂
言
師
で
あ
る
和
泉
淳じ

ゅ
ん
こ

子
さ

ん
や
十
世
三
宅
藤と

う
く
ろ
う

九
郎
さ
ん
と
競
演
し

ま
す
。

　

和
泉
さ
ん
は
、
前
日
の
25
日
に
は
、

被
災
し
た
上
小
川
東
分
の
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
「
阿
北
苑
」
等
を
慰
問
さ
れ

る
と
と
も
に
、27
日
に
開
催
さ
れ
る「
須

和
泉
元も

と

や彌
狂
言
公
演

和泉元彌さん

佐
男み

こ
と命

い
か
祭
り
」
で
は
ト
ー
ク
会
な

ど
に
参
加
さ
れ
ま
す
。

■
と
き　

７
月
26
日
（
土
）
午
後
１
時

～
３
時

■
と
こ
ろ　

田
万
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

■
演
目
「
吉
田
松
陰
創
作
狂
言
」

◦
狂き

ょ
う
げ
ん
が
た
り

言
語　
「
吉

よ
し
だ
し
ょ
う
い
ん
の
か
た
り

田
松
陰
語
」

◦
狂
言
「
至
誠
」　

ほ
か

■
入
場
料　

無
料（
入
場
整
理
券
が
必
要
）

■
整
理
券
配
付
開
始
日　

７
月
７
日

（
月
）

■
整
理
券
配
付
場
所　

田
万
川
・
須
佐
・

む
つ
み
総
合
事
務
所
、
文
化
・
生
涯
学

習
課　

■
主
催
・
問
い
合
わ
せ

田
万
川
総
合
事
務
所
内
田
万
川
ふ
る
さ

と
づ
く
り
協
議
会

（
０
８
３
８
７
・
２
・
０
３
０
０
）

　

吉
田
松
陰
役
が
伊い

勢せ

谷や

友ゆ
う

介す
け

さ
ん
に
、

ま
た
、
松
下
村
塾
の
双
璧
と
い
わ
れ
た
久

坂
玄げ

ん

瑞ず
い

役
が
東

ひ
が
し
で出

昌ま
さ
ひ
ろ

大
さ
ん
、
高
杉
晋

作
役
が
高こ

う

良ら

健け
ん

吾ご

さ
ん
に
決
定
し
ま
し

た
。
す
で
に
発
表
さ
れ
て
い
る
ヒ
ロ
イ
ン

「
文ふ

み

」
役
の
井
上
真ま

央お

さ
ん
、
小
田
村
伊い

之の

助す
け

（
楫か

取と
り

素も
と

彦ひ
こ

）
役
の
大
沢
た
か
お
さ

ん
に
続
い
て
の
発
表
と
な
り
ま
す
。

　

記
者
会
見
で
伊
勢
谷
さ
ん
は
「
時
代
を

動
か
す
と
き
に
、
自
分
の
命
を
ど
う
使
う

か
。僕
も
そ
の
つ
も
り
で
生
き
て
い
る
が
、

そ
の
元
は
吉
田
松
陰
先
生
な
の
で
、
こ
の

役
は
光
栄
。
彼
の
言
葉
で
は
な
い
が
、
狂

う
こ
と
で
世
の
中
を
変
え
て
い
け
る
、
そ

ん
な
男
を
表
現
で
き
た
ら
」と
あ
い
さ
つ
。

東
出
さ
ん
は
「
久
坂
玄
瑞
は
、
若
く
て
も

覚
悟
を
も
っ
て
物
事
に
あ
た
っ
た
素
晴
ら

し
い
人
物
だ
と
思
う
。
こ
の
役
を
覚
悟
を

も
っ
て
で
き
れ
ば
と
思
う
」、
高
良
さ
ん

は
「
萩
と
い
う
小
さ
な
町
で
、
高
杉
た
ち

が
生
ま
れ
、
そ
こ
で
何
を
感
じ
た
か
。
き

ち
ん
と
高
杉
晋
作
を
演
じ
ら
れ
る
よ
う
に

頑
張
る
の
で
、
楽
し
み
に
」
と
話
し
ま
し

た
。

　

制
作
統
括
の
土
屋
勝か

つ

裕ひ
ろ

さ
ん
は
、「
今

回
発
表
し
た
３
人
は
、
死
を
も
っ
て
次
の

世
代
に
何
か
を
残
し
た
３
人
。
そ
う
い
う

思
い
も
あ
っ
て
３
人
を
一
緒
に
発
表
し

た
」
と
発
表
の
経
緯
な
ど
を
説
明
し
ま
し

た
。

　

ク
ラ
ン
ク
イ
ン
は
８
月
に
萩
の
ロ
ケ
か

ら
始
ま
り
ま
す
。

吉
田
松
陰
と
久
坂
玄
瑞
、
高
杉
晋
作
の

キ
ャ
ス
ト
発
表
！左から高杉晋作役の高良健吾さん、吉田松陰役の伊勢谷友介さん、

ヒロイン「文」役の井上真央さん、久坂玄瑞役の東出昌大さん

新
キ
ャ
ス
ト
の
皆
さ
ん

■
伊
勢
谷
友
介
さ
ん
（
吉
田
松
陰
役
）

１
９
７
６
年
（
昭
和
51
）
東
京
都
生
ま
れ
。

１
９
９
９
年
、
映
画
「
ワ
ン
ダ
フ
ル
ラ
イ

フ
」
で
俳
優
デ
ビ
ュ
ー
。
２
０
１
０
年
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
龍
馬
伝
」
に
高
杉

晋
作
役
で
出
演
。
２
０
１
１
年
、
代
表
を

務
め
る
リ
バ
ー
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

萩
市
と
ま
ち
づ
く
り
で
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
。

■
東
出
昌
大
さ
ん
（
久
坂
玄
瑞
役
）

１
９
８
８
年
（
昭
和
63
）
埼
玉
県
生
ま

れ
。
モ
デ
ル
と
し
て
活
躍
後
、
２
０
１
２

年
、
映
画
「
桐
島
、
部
活
や
め
る
っ
て
よ
」

で
俳
優
デ
ビ
ュ
ー
、
第
36
回
日
本
ア
カ
デ

ミ
ー
賞
新
人
俳
優
賞
な
ど
受
賞
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ

連
続
テ
レ
ビ
小
説「
ご
ち
そ
う
さ
ん
」、「
あ

ま
ち
ゃ
ん
」
な
ど
に
出
演
。

■
高
良
健
吾
さ
ん
（
高
杉
晋
作
役
）

１
９
８
７
年
（
昭
和
62
）
熊
本
県
生
ま
れ
。

２
０
０
６
年
、
映
画
「
ハ
リ
ヨ
の
夏
」
で

映
画
初
出
演
。
２
０
１
３
年
、
主
演
映
画

「
横
道
世
之
介
」
で
第
56
回
ブ
ル
ー
リ
ボ

ン
賞
主
演
男
優
賞
受
賞
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ

レ
ビ
小
説
「
お
ひ
さ
ま
」
な
ど
に
出
演
。

災
害
復
興
祈
念
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① 所得割額の軽減

② 均等割額の軽減

③ 扶養されていた方の保険料の軽減

　保険料は、原則として年金天引き（特別徴収）されます（開始時期は個人によって異
なります）。ただし、一定の条件の方は一時的に納付書または、口座振替による納付（普
通徴収）となります。
　なお、特別徴収の方も、申し出により「口座振替」による納付に変更することができ
ます。詳しくは、お問い合わせください。

保険料の納付方法

世帯の平成25年中の所得の合計
（平成25年1月〜12月） 軽減区分 軽減後の

均等割額

33万円以下
の場合

被保険者全員が年金収入
80万円以下

（その他各種所得がない）
９割軽減 5,043円

上記以外 8.5割軽減 7,564円

［24万5000円×当該世帯に属する被保険
者数＋33万円］以下の場合 5割軽減 25,215円

［45万円×当該世帯に属する被保険者
数＋33万円］以下の場合 2割軽減 40,344円

上記に該当しない場合 軽減なし 50,431円

被保険者本人の賦課のもととなる所得金額
（所得− 33 万円）が、58 万円以下の場合 ➡ ５割軽減

保険料額の軽減

※軽減判定は、４月１日
（４月 2 日以降に加入し
たときは加入した日）現
在の世帯主と世帯内の被
保険者の所得の合計に応
じて計算されます。
※平成 26 年１月１日に
65 歳以上で公的年金所
得があるときは、軽減判
定に 15 万円を限度とし
た控除があります。

保険料率は県内均一で２年ごとに見直され、山口県後期高齢者医療広域連合が決定します。

　平成 26・27 年度は所得割率が 10.17％、均等割額が 50,431 円で、それぞれ 0.72 ポ
イント、2,957 円の引き上げとなります。
　また、保険料の限度額は、平成 26 年度から 57 万円（25 年度までは 55 万円）に引
き上げられました。

○
平
成
25
年
中
の
所
得
の
確
定
に
伴
い
、
平
成
26
年
度
の
保
険
料
額

が
決
定
し
ま
し
た
。
７
月
中
旬
に
保
険
料
額
決
定
通
知
書
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
保
険
料
額
と
納
付
方
法
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
７
月
下
旬
に
新
し
い
保
険
証
（
紫
色
）
を
簡
易
書
留
で
郵
送
し

ま
す
。
古
い
保
険
証
（
オ
レ
ン
ジ
色
、
有
効
期
限 

７
月
31
日
）
は
、

各
自
で
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

市民課後期高齢者医療・
年金係（２５・３２３９）

下
旬
に
新
し
い
保
険
証
を
送
り
ま
す

７
月
中
旬
に
保
険
料
額
決
定
通
知
書
、

山口県後期高齢者医療
広域連合

（０８３・９２１・７１１０）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
の
方
へ

　会社員（健康保険加入者）の妻などの扶養家族の方
が、新たに後期高齢者医療制度の加入者となる場合は、
保険料が軽減されます。
※会社員の健康保険は、企業の健康保険、協会けんぽ、船員保険、共済組合等です。
※国民健康保険や国民健康保険組合は該当しません。

➡ 均等割 9割軽減
所得割 かかりません

　後期高齢者医療制度加入前に国民健康保険料を口座振替で納め
ていた方も口座振替を希望する場合は新たに手続きが必要です。

今年度75歳になられる方の口座振替注意
！

平成26・27年度の保険料率　所得割率　10.17％　均等割額　50,431 円

被保険者が
等しく負担する部分

被保険者本人の賦課の
もととなる所得金額

10.17％
（所得割率）×

所得に応じて負担する部分

上限は57万円

後期高齢者
医療保険料 ＝ ＋

保険料額の算定方法

（所得−基礎控除33万円）
50,431円

（均等割額）

②均等割額①所得割額

保険料額（保険料率）

■ 問い合わせ
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　萩市や経済団体等（市内 11 団体）で組織する萩の木に
なるモノづくり協議会では、地域の雇用創出のための取り
組みとして、雇用拡大セミナーや人材育成セミナー、就職
相談会等を開催する「萩の木になるモノづくりプロジェク
ト」を平成 23 年度から実施しています。
　雇用機会の創出と地域の更なる振興に向け、26 年度も
各種セミナーを開催していますので、ぜひご参加ください。

雇用創出に向けたセミナーを開催します
萩の木になるモノづくりプロジェクト

講座 とき ところ 講師 内容 定員

萩産品と食セミナー 7/15（火）
午後1時30分〜

サンラ
イフ萩

舘
だて

 博
ひ ろ や

哉
（リクルートライ
フスタイル）

吉田法
のりひと

仁
（リクルートコミ
ュニケーション
ズ）

「花燃ゆ」の放送に向けて消費者ニー
ズに合った商品開発や今後の施策を
ワークショップ形式で考えます

各
30人

萩産品活用セミナー 7/16（水）
午前9時30分〜

世界遺産登録に向けた商品開発の方
法や見せ方について考えます

観光動向＆観光客ニー
ズセミナー

1/20（火）
午後1時30分〜

インバウンド調査を活用した山口県、
萩市の海外観光客の動向を学びます

地産地消推進セミナー 1/21（水）
午前9時30分〜

「日本食」に特化した、海外観光客向
けの「食」の開発、受入体制について
考えます

萩焼活用策検討会

9/24（水）、10/20
（月）、11/26（水）
午後２時〜
※各回で内容が異
なります。

野村真由美
（テーブルコーデ
ィネーター）

萩焼を活用したテーブルコーディネ
ートを提案し、発想力、企画力、表現
力を磨き、より良い空間を演出します

各
20人

大河ドラマ「花燃ゆ」の放送による観光や商業等への相乗効果を見据えて、新商品・
観光土産商品づくりとともに、海外からの観光客の旅行ニーズについて、県外の事例
をもとに今後の動向や受入体制の基本を学び、雇用拡大を目指します。

（事業主対象）１ 雇用拡大メニュー

■受講料　無料
■主催　萩の木になるモノづくり協議会

就業で必要とされるパソコンスキルの研修や、観光レベルアップセミナーで得た知
識を活用して、就職につながる人材を育成します。（求職者対象）２ 人材育成メニュー

講座 とき ところ 講師 内容 定員

パソコンスキルアップ
セミナー

8/21（木） 午前9時〜正午
午後1時30分
　　〜4時30分

（午前・午後それ
ぞれで受講可）

至誠館
大学

金子壽
としかず

一
（情報教育セ
ンター長、准
教授）

ワード講座
午前は基礎、午後は中級

各
20人

8/22（金） エクセル講座
午前は基礎、午後は中級

8/28（木） ワード応用
9/4（木） パワーポイント
9/11（木） ホームページの作成
9/18（木） インターネットの活用

萩の観光レベルアップ
セミナー

7/8（火）

午前10時〜正午 萩市観光
協会

平野まゆみ
（萩市観光協
会ガイド）

浜崎エリアについて
7/23（水） 松本エリアについて
8/6（水） 世界遺産について
8/20（水） 文

ふみ

・久
く さ か

坂玄
げんずい

瑞について
9/10（水） 文・楫

か と り

取素
もとひこ

彦について

9/24（水） 吉田松陰と久坂玄瑞、
楫取素彦について

10/22（水） 文・久坂玄瑞について
11/19（水） 文・楫取素彦について

12/10（水） 吉田松陰と久坂玄瑞、
楫取素彦について

講座開催日の３日前までに、萩の木になるモノづくり
協議会（商工センター内）（26・4121、FAX26・4122、
メールhaginokimonozukuri04@aqua.ocn.ne.jp）へ

申し込み

※ 8 月 28 日以降は午前・
午後とも同じ内容です。
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夏休みの地域探訪ツアー 参加者募集！

夏の体験プログラム 
参加者募集！

　萩市ふるさとツーリズム推進協議会では、地域
の資源・人材を生かした夏の体験プログラムを開
催します。

①夜の昆虫王国体験（むつみ）
　昆虫の生態を学びながら夜の昆虫採集を行います。
■とき　８月２日（土）午後７時30分〜９時
■集合場所　むつみ昆虫王国
■定員　20人（最少10人）
■持参品　虫かご、虫網、懐中電灯、長靴
■体験料　1,500円（引率者も必要）
■当日連絡先　むつみ昆虫王国（08388・8・0064）

②藍染作りで夏の涼を体験（川上）
　深い藍色とオリジナル模様が魅力の藍染体験です。
■とき　７月26日（土）午前10時〜正午
■集合場所　川上体育館
■定員　15人
■持参品　エプロン、厚手のゴム手袋
■体験料　2,000円
■当日連絡先　川上あかね会（54・2168）神崎

③須佐湾フィッシングパーク・子ども釣り体験（須佐）
　釣り桟橋での釣り体験。釣った魚は持ち帰り。
※一般の方も通常通り釣りができます。
■とき　８月の毎週日曜日
　　　　午前９時30分〜午後４時（随時）
■集合場所　須佐湾フィッシングパーク
■体験料　１尾1,000円
■当日連絡先
　須佐湾フィッシングパーク（08387・6・3700）

　江
え づ

津ファームで栽培、収穫されたブルーベリーを
使ってジャム作り（ジャム150g×３本のお土産付き）。
■とき　８月９日（土）午前９時30分〜11時30分
■集合場所　江津ファーム
■対象者　10歳以上
■定員　６人（最少２人）
■持参品　作業のできる汚れてもよい服装、エプロン、
　三角巾、長靴等
■体験料　2,000円　
■当日連絡先　江津ファーム（08387・2・0111）

■申込期限　各開催日の７日前
※キャンセルは３日前（土・日曜日、祝日の場合はその前日）まで。
※体験料は当日支払い。
※天候等により内容を変更する場合があります。
■主催　萩市ふるさとツーリズム推進協議会

申し込み・問い合わせ　企画政策課（２５・３３４２）

④ブルーベリージャムを作ろう（田万川）

　川上地域に点在する滝を巡り、雄大
な自然景観を楽しみます。
■とき　７月 25 日（金）午前８時 45
分〜午後４時（市役所正面玄関に集合）
※雨天の場合は、７月 31 日（木）に
延期。
■内容　鉈

なたおとしのたき

落滝、鳴
な る み だ き

海滝、扇
おおぎおとしのたき

子落滝
など川上地域内の滝巡り
■対象者　市内在住で山

さんぷく

腹を歩ける方
（小学生以下は保護者同伴）
■定員　15 人（先着順）
■体験料　1,000 円（昼食代含む）

主催・申し込み
７月４日〜 17 日に、川上総合事務所
産業振興部門（54・2121）へ

　むつみ地域の夏を彩るひまわりを観
賞し、千

せんごくだい

石台でジャガイモ掘りの体験
をします。
■とき　７月 27 日（日）午前９時 30
分〜午後３時（市役所正面玄関に集合）
■内容　ひまわりロード散策（当日は

「ひまわりロードフェスタ」開催）、ジャ
ガイモ掘り体験（１袋分持ち帰り）
※内容は多少変更する場合があります。
■対象者　市内在住の方（小学生以下
は保護者同伴）
■定員　40 人（先着順）
■体験料　500 円（別途昼食代等）

主催・申し込み
７月２日〜 11日に、むつみ総合事務所
地域振興部門（08388・6・0211）へ

　大島近海でとれた魚介類のバーベ
キューなどで大島の元気なねえさまと
一緒に楽しみませんか。
■とき　７月 27 日（日）午前 11 時
〜午後４時（午前 10 時 30 分に萩商
港定期船乗場（浜崎）に集合）
■内容　海鮮バーベキュー、島内散策、
サザエのつかみ取り体験など
■定員　70 人（先着順）
■体験料　大人（中学生以上）2,000
円、小学生 1,000 円（昼食代含む、
別途船賃）
■主催　大島元気なねえさまの会

申し込み
７月１日〜 22 日に、大島公民館（28・
0595）へ

川上探訪ツアー
〜滝の名所巡り〜

むつみ探訪ツアー
〜ひまわりロード散策と

ジャガイモ掘り体験〜
大島まるまる体験ツアー
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10
月
か
ら
市
民
病
院
は

敷
地
内
を
全
面
禁
煙

　

患
者
や
利
用
者
の
皆
さ
ん
等
へ

の
た
ば
こ
の
煙
に
よ
る
悪
影
響
を

防
ぐ
た
め
、
今
年
10
月
１
日
か
ら

市
民
病
院
お
よ
び
休
日
急
患
診
療

セ
ン
タ
ー
の
屋
外
駐
車
場
等
を
含

む
全
敷
地
内
の
全
面
禁
煙
を
実
施

し
ま
す
。

　

市
民
病
院
で
は
、
平
成
16
年
か

ら
院
内
１
カ
所
を
除
い
て
施
設
内

禁
煙
（
分
煙
）
を
行
い
、
平
成
19

年
か
ら
全
面
的
な
施
設
内
禁
煙
を

実
施
し
て
い
ま
す
。 

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
民
病
院
（
２
５
・
１
２
０
０
）

市
長
の
資
産
公
開

　

市
で
は
、
条
例
に
基
づ
き
市
長

の
資
産
等
に
つ
い
て
、
資
産
等
補

充
報
告
書
、
所
得
等
報
告
書
お
よ

び
関
連
会
社
等
報
告
書
を
次
の
と

お
り
公
開
し
ま
す
。

■
閲
覧
日
時　

６
月
30
日
（
月
）

か
ら
平
日
開
庁
日
の
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分

■
閲
覧
場
所　

総
務
課
、
各
総
合

事
務
所
地
域
振
興
部
門

問
い
合
わ
せ

総
務
課
（
２
５
・
３
３
５
９
）

阿
武
川
・
田
万
川

川
づ
く
り
検
討
委
員
会

　

県
で
は
、
昨
年
の
豪
雨
災
害
等

を
踏
ま
え
、
阿
武
川
、
田
万
川
の

川
づ
く
り
の
あ
り
方
を
考
え
る
第

２
回
目
の
川
づ
く
り
検
討
委
員
会

を
公
開
で
開
催
し
ま
す
。

◆
阿
武
川
川
づ
く
り
検
討
委
員
会

■
と
き　

７
月
24
日
（
木
）
午
後

１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　

む
つ
み
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー

◆
田
万
川
川
づ
く
り
検
討
委
員
会

■
と
き　

７
月
31
日
（
木
）
午
後

１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　

田
万
川
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

山
口
県
萩
土
木
建
築
事
務
所

（
２
２
・
０
０
９
７
）

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
の
強
調
月
間

　

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
地

域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的

な
運
動
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活

動
等
を
行
い
ま
す
。

【
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
】

■
対
象
者　

市
内
小
・
中
学
生

■
内
容　

犯
罪
や
非
行
の
な
い
地

域
社
会
づ
く
り
や
、
犯
罪
や
非
行

を
し
た
人
の
立
ち
直
り
に
つ
い
て

考
え
た
こ
と
、感
じ
た
こ
と（
４
０

０
字
詰
め
原
稿
用
紙
３
～
５
枚
）

■
応
募
方
法　

９
月
３
日
ま
で

に
、
各
学
校
に
提
出

※
優
秀
作
品
に
賞
品
、
応
募
者
に

記
念
品
贈
呈
。

【
街
頭
啓
発
】

○
萩
地
域
＝
７
月
５
日
（
土
）
午

前
11
時
～
ア
ト
ラ
ス
萩
店
、
サ
ン

リ
ブ
萩
店
、
ザ
・
ビ
ッ
グ
エ
ク
ス

ト
ラ
萩
店
周
辺
、
午
後
７
時
30
分

～
田
町
商
店
街（
土
曜
夜
市
会
場
）

【
街
頭
パ
レ
ー
ド
】

○
須
佐
地
域
＝
７
月
５
日（
土
）午

前
10
時
～
須
佐
総
合
事
務
所
出
発

○
田
万
川
地
域
＝
７
月
７
日（
月
）

午
前
９
時
30
分
～
道
の
駅
ゆ
と
り

パ
ー
ク
た
ま
が
わ
出
発

■
主
催　

社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
萩
市
推
進
委
員
会

問
い
合
わ
せ

文
化
・
生
涯
学
習
課

（
２
５
・
３
５
９
０
）

毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別

調
査
に
ご
協
力
を

　

厚
生
労
働
省
と
県
で
は
、給
与
・

労
働
時
間
・
雇
用
な
ど
の
調
査
を

７
月
31
日
現
在
で
実
施
し
ま
す
。

７
月
中
旬
か
ら
８
月
下
旬
に
か
け

て
、
調
査
員
が
調
査
地
区
内
の
事

業
所
へ
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
調
査
対
象　

常
用
労
働
者
数
１

～
４
人
の
事
業
所

■
調
査
地
域　

福
栄
地
域
（
大
字

黒
川
、福
井
下
）、む
つ
み
地
域（
大

字
片
俣
、
高
佐
上
、
高
佐
下
）

問
い
合
わ
せ

山
口
県
統
計
分
析
課

（
０
８
３
・
９
３
３
・
２
６
５
４
）

　

５
月
１
日
～
31
日
で
、
53
件
、

67
万
円
の
寄
付
の
申
し
込
み
が
あ

り
ま
し
た
。

【
５
万
円
】
金
子
健け

ん
じ司

（
大
阪
府
）

【
１
万
円
】
森
本
力ち

か
ら、

近
藤
和
男

（
以
上
千
葉
県
）、
梅

う
め
ざ
わ澤

宗そ
う
と
く

徳
（
神

奈
川
県
）、伊
藤
仁ひ

と
み美

（
愛
知
県
）、

白し
ろ
い
わ岩

典
子
（
大
阪
府
）、
平
井
喜き

之ゆ
き

、平
井
ひ
ろ
子（
以
上
滋
賀
県
）、

駒
井
瞳
（
福
岡
県
）

ふ
る
さ
と
寄
付

寄
付

◦
三
戸
信の

ぶ
ゆ
き

行
さ
ん
（
長
門
市
）
か

ら
着
物
８
枚

◦
松
下
太ふ

と
しさ

ん（
大
分
県
）
か
ら

萩
博
物
館
に
吉よ

し
み見

正ま
さ
よ
り頼

銘め
い
ぶ
ん文

琵び

琶わ

◦
あ
ぶ
ら
ん
ど
萩
農
業
協
同
組
合

（
江
向
）
か
ら
須
佐
総
合
事
務
所

に
屋
外
時
計

※
本
人
の
承
諾
を
い
た
だ
い
た
も

の
の
み
掲
載
（
９
件
）。 

（
平
成
26
年
度
累
計
83
件
、
１
２

９
万
円
）
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萩
市
景
観
審
議
会
委
員

　

萩
市
景
観
審
議
会
委
員
（
14
人

以
内
）
は
、市
長
の
諮
問
に
応
じ
、

市
の
景
観
に
関
す
る
事
項
に
つ
い

て
調
査
、
審
議
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
機
関
で
す
。

■
募
集
人
数　

３
人
程
度

■
応
募
要
件　

市
の
景
観
に
関
心

を
持
ち
、
景
観
形
成
に
高
い
見
識

を
持
つ
方
で
、
市
内
に
在
住
ま
た

は
勤
務
し
、
年
に
数
回
開
催
さ
れ

る
審
議
会
に
出
席
で
き
る
方

■
任
期　

２
年

■
申
込
方
法　

７
月
15
日
ま
で

に
、
任
意
の
用
紙
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
記
入

し
、
市
の
景
観
に
関
す
る
意
見
、

提
言
（
８
０
０
字
程
度
）
を
添
え

て
、
郵
送
、
持
参

申
し
込
み

〒
７
５
８
︲
８
５
５
５　

萩
市
都

市
計
画
課
（
２
５
・
３
６
４
７
）

萩
市
美
術
展
の
作
品

　

10
月
12
日
か
ら
19
日
ま
で
市
民

館
で
開
催
す
る
美
術
展
の
、
高
校

生
・
一
般
の
部
お
よ
び
小
・
中
学

生
の
作
品
を
広
く
募
集
し
ま
す
。

■
出
品
資
格　

次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方

①
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通

学②
生
活
の
本
拠
地
を
市
内
に
置

き
、
市
外
で
勤
務

③
大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
な
ど

に
通
う
市
内
出
身
者
で
、
家
族
が

市
内
在
住

④
市
内
の
美
術
団
体
に
加
入

■
出
品
部
門

▽
高
校
生
・
一
般
の
部
＝
平
面
、

立
体
、
書
、
写
真

▽
小
・
中
学
生
の
部
＝
絵
画
、
書

※
規
格
、
課
題
等
は
要
項
（
萩
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
を
参
照

■
出
品
料　

無
料

■
作
品
搬
入
日

▽
高
校
生
・
一
般
の
部
＝
９
月
28

日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
７
時
、

29
日
（
月
）
午
前
10
時
～
正
午

▽
小
・
中
学
生
の
部
＝
各
学
校
へ

作
品
を
提
出

■
申
込
方
法　

９
月
19
日
ま
で

に
、
文
化
・
生
涯
学
習
課
、
各
公

民
館
備
え
付
け
の
出
品
申
込
書

（
ハ
ガ
キ
）
を
郵
送
、
持
参

主
催
・
申
し
込
み

文
化
・
生
涯
学
習
課

（
２
５
・
３
５
９
０
）

街
路
灯
ス
ポ
ン
サ
ー

　

萩
市
照
明
都
市
計
画
委
員
会
で

は
、
市
内
に
街
路
灯
を
整
備
・
維

持
す
る
こ
と
で
明
る
い
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
で
設
置
し
た
街
路
灯
は

市
内
に
約
３
２
０
基
あ
り
、
ス
ポ

ン
サ
ー
の
方
に
は
電
気
代
等
の
維

持
費
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
広
告
用
看
板
（
縦
90
㎝
×
横

45
㎝
）
を
無
料
で
作
成
し
、
街
路

灯
の
ポ
ー
ル
に
据
え
付
け
ま
す
。

■
対
象
者　

商
店
主
や
事
業
者
の

方
、
自
治
会
や
組
合
等

■
料
金
（
月
額
）　

1
本
に
つ
き

１
２
０
０
円
～
２
１
０
０
円
（
設

置
場
所
に
よ
り
異
な
る
）

申
し
込
み

商
工
振
興
・
企
業
誘
致
推
進
課

（
２
５
・
３
１
０
８
）

田
町
商
店
街
入
口
広
場
の

愛
称

　

萩
市
田
町
商
店
街
振
興
組
合
で

は
、
平
成
25
年
度
に
整
備
し
た
唐

樋
札
場
跡
に
隣
接
す
る
商
店
街
入

口
の
芝
生
の
広
場
（
旧
Ｕ
Ｆ
Ｏ
ビ

ル
跡
地
）の
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
方
法　

任
意
の
用
紙
に
愛

称
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

　
　

経
済
的
な
理
由
等
で
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
場
合
に
は
、
申
請

に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・

猶
予
と
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

申
請
時
点
か
ら
２
年
１
カ
月
前

ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
、
さ
か
の

ぼ
っ
て
申
請
で
き
ま
す
。

【
保
険
料
免
除
制
度
】

　

申
請
者
・
配
偶
者
・
世
帯
主
そ

れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得
が
基
準
以
下

の
場
合
に
免
除
さ
れ
ま
す
（
表
）。

【
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
】

　

30
歳
未
満
の
方
は
、
申
請
に
よ

り
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

▽
所
得
基
準　

申
請
者
・
配
偶
者

そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得
が
（
扶
養

親
族
等
の
数
＋
１
）
×
35
万
円
＋

22
万
円
以
下

※
一
部
納
付
の
方
で
保
険
料
が
未

納
の
場
合
や
、
保
険
料
の
免
除
・

猶
予
を
受
け
ず
に
未
納
の
状
態
で

障
が
い
・
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の

事
態
が
発
生
し
た
場
合
は
、
障
害

基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
が
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
昨
年
度
、
全
額
免
除
・
納
付
猶

予
の
継
続
申
請
を
行
っ
た
方
は
、

申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
申
請
方
法　

市
役
所
本
庁
市
民

総
合
窓
口
、
各
総
合
事
務
所
、
支

所
・
出
張
所
、
萩
年
金
事
務
所
備

え
付
け
の
申
請
書
を
提
出

■
持
参
品　

基
礎
年
金
番
号
が
分

か
る
も
の（
年
金
手
帳
等
）、印
鑑
、

失
業
し
た
場
合
は
離
職
票
ま
た
は

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
写
し

【
法
定
免
除
】

　

障
害
年
金
１
・
２
級
を
受
け
て

い
る
場
合
は
、
届
出
に
よ
り
保
険

料
の
全
額
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
民
課
後
期
高
齢
者
医
療
・
年
金

係
（
２
５
・
３
２
３
９
）、
萩
年
金

事
務
所
（
２
４
・
２
１
５
８
）

【表】保険料免除の基準（平成26年度月額保険料15,250円）

全額免除
一部納付（一部免除）

1/4納付 1/2納付 3/4納付
保険料（月額） 0円 3,810円 7,630円 11,440円
年金受給額 1/2で計算 5/8で計算 3/4で計算 7/8で計算

所得基準
（扶養親族
等の数＋1）
×35万円＋
22万円以下

78万円＋扶
養親族等控
除額＋社会
保険料控除
額等以下

118万円＋
扶養親族等
控除額＋社
会保険料控
除額等以下

158万円＋
扶養親族等
控除額＋社
会保険料控
除額等以下

国
民
年
金
保
険
料
納
付
が
困
難
な
方
へ
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番
号
を
記
入
し
提
出

■
応
募
期
限　

７
月
31
日

※
決
定
し
た
愛
称
は
、
８
月
７
日

の
七
夕
ま
つ
り
で
発
表
し
ま
す
。

■
賞
品　

田
町
商
店
街
振
興
組
合

の
商
品
券

①
採
用
作
品
の
中
か
ら
１
人
に

２
万
円
分
（
同
一
愛
称
が
複
数
の

場
合
は
抽
選
）

②
応
募
者
全
員
の
中
か
ら
抽
選
で

２
人
に
５
０
０
０
円
分

主
催
・
申
し
込
み

〒
７
５
８
︲
０
０
４
７　

萩
市
大

字
東
田
町
84
︲
２　

萩
市
田
町
商

店
街
振
興
組
合
（
２
６
・
２
２
０

１
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
２
６
・
２
２
０
２
）

■
定
員　

１
０
０
人

■
参
加
料　

中
学
生
以
上
５
０
０

０
円
、
小
学
生
以
下
４
５
０
０
円

（
食
事
代
・
テ
ン
ト
代
・
保
険
料

含
む
、
別
途
船
賃
）

※
萩
商
港
か
ら
の
船
便　

行
き
＝

午
前
８
時
20
分
発
、
帰
り
＝
見
島

宇
津
港 

午
前
10
時
発
（
片
道
大

人
１
９
４
０
円
）。

■
主
催　

見
島
島
お
こ
し
会

申
し
込
み

７
月
10
日
ま
で
に
、
見
島
支
所
内

見
島
観
光
協
会（
２
３
・３
３
１
１
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
３
・３
３
１
３
）
へ

夏
休
み
萩
焼
制
作
体
験

　

萩
焼
に
親
し
み
な
が
ら
、
次
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
創
造
力
を

養
い
ま
す
。
夏
休
み
の
宿
題
に
も

最
適
で
す
。

■
と
き　

７
月
23
日
（
水
）
午
前

10
時
～
11
時
30
分

■
と
こ
ろ　

渡
辺
蒿こ

う
ぞ
う蔵

旧
宅
（
江

向
）

■
内
容　

萩
焼
を
学
ぶ
、
萩
焼
制

作
体
験
（
手
び
ね
り
）、
電
動
ロ

ク
ロ
の
実
演
（
体
験
）

■
講
師　

内
村
幹み

き
お雄

、
小
川
浩ひ

ろ
の
ぶ延

（
陶
芸
家
、
萩
焼
伝
統
工
芸
士
）

■
対
象
者　

小
学
生
～
高
校
生

■
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

ざ
る
豆
腐
づ
く
り

　

萩
産
大
豆
を
使
っ
て
、
簡
単
に

作
る
こ
と
が
で
き
る
「
ざ
る
豆
腐

作
り
」
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

７
月
15
日
（
火
）
午
前

９
時
30
分
～
午
後
１
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館

■
内
容　

ざ
る
豆
腐
、
夏
み
か
ん

寿
司
づ
く
り

■
持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

■
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

■
参
加
料　

１
５
０
０
円
（
材
料

代
）

■
主
催　

萩
地
域
生
活
改
善
実
行

グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
ル
ー
ラ
ル

ガ
イ
ド

申
し
込
み

７
月
10
日
ま
で
に
、農
政
課（
２
５

・
４
１
９
１
）
へ

海
の
祭
典
（
サ
マ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
）

■
と
き　

７
月
20
日（
日
）午
前
10

時
30
分
～
21
日（
月
）午
前
10
時

■
と
こ
ろ　

砂さ

み

だ
見
田
海
水
浴
場
・

キ
ャ
ン
プ
場
（
見
島
宇
津
）

■
内
容　

サ
ザ
エ
探
し
ゲ
ー
ム
、

ビ
ー
チ
フ
ラ
ッ
グ
、
鬼
よ
ー
ず
揚

げ
（
天
候
に
よ
り
中
止
の
場
合
あ

り
）、
野
外
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

■
参
加
料　

１
０
０
０
円

※
制
作
し
た
作
品
は
８
月
下
旬
に

引
き
渡
し
。
９
月
下
旬
か
ら
渡
辺

蒿
蔵
旧
宅
で
開
催
す
る
萩
焼
作
家

と
の
共
同
作
品
展
「
僕
も
私
も
萩

焼
作
家
展
」
で
展
示
し
ま
す
。

■
主
催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
観
光
ガ
イ
ド

協
会申

し
込
み

７
月
21
日
ま
で
に
、
商
工
振
興
・

企
業
誘
致
推
進
課（
２
５
・
３
６
３

８
）
へ

萩
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
「
萩 

昆
虫
ナ
イ
ト
サ
フ
ァ
リ
」

　

夜
に
活
動
す
る
昆
虫
を
観
察
し

ま
す
。

■
と
き　

７
月
26
日
（
土
）
午
後

６
時
30
分
～
27
日
（
日
）
午
前
８

時
30
分
（
１
泊
）

■
と
こ
ろ　

萩
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

（
堀
内
）、
指
月
山
付
近

■
内
容　

夕
食
後
を
と
り
、
そ
の

後
、
光
に
集
ま
る
虫
の
観
察
、
昆

虫
博
士
の
話
、
昆
虫
ク
イ
ズ

■
対
象
者　

小
学
生
以
上
（
小
学

３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

■
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

■
参
加
料　

高
校
生
以
下
３
０
０

０
円
、
大
学
生
以
上
４
０
０
０
円

（
夕
・
朝
食
、
宿
泊
費
等
）

主
催
・
申
し
込
み

７
月
21
日
ま
で
に
、
萩
セ
ミ
ナ
ー

ハ
ウ
ス
（
２
１
・
７
５
０
１
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
２
１
・
７
６
６
６
）
へ

須
佐
湾
大
花
火
大
会
の

記
念
花
火

　

結
婚
、
出
産
、
長
寿
な
ど
の
祝

い
事
の
記
念
に
、
あ
な
た
の
花
火

を
打
ち
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き　

７
月
28
日
（
月
）
午
後

８
時
～
９
時
10
分

■
と
こ
ろ　

須
佐
漁
港

■
内
容　

１
口
１
万
円
で
氏
名
と

お
祝
い
事
を
紹
介
、
５
口
以
上
で

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介

■
主
催　

須
佐
湾
大
花
火
大
会
実

行
委
員
会

申
し
込
み

７
月
11
日
ま
で
に
、
須
佐
総
合
事

務
所
産
業
振
興
部
門
（
０
８
３
８

７
・
６
・
２
２
１
９
）
へ

　

納
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に
納
め

ま
し
ょ
う
。

■
納
期
限　

７
月
31
日
（
木
）

　

納
期
を
過
ぎ
る
と
督
促
手
数
料

や
延
滞
金
が
か
か
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

収
納
課
（
２
５
・
３
５
７
５
）

◦
固
定
資
産
税

◦
国
民
健
康
保
険
料

◦
介
護
保
険
料

◦
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

７
月
の
納
期
の
お
知
ら
せ



市報HAGI●2014（平成26）年７月１日号 12

萩
・
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス

　

無
料
観
覧
船
に
乗
っ
て
、
迫
力

の
あ
る
レ
ー
ス
を
間
近
で
観
戦
し

ま
せ
ん
か
。

◆
無
料
観
覧
船
乗
船
者
募
集

■
と
き　

７
月
27
日（
日
）午
前
９

時
30
分
～
、11
時
～（
約
60
分
）

■
集
合
場
所　

マ
リ
ー
ナ
萩
（
椿

東
・
越
ヶ
浜
）

■
定
員　

各
40
人
（
要
予
約
、
空

席
が
あ
れ
ば
当
日
受
付
可
）

◆
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
概
要

■
ス
タ
ー
ト　

午
前
10
時

■
と
こ
ろ　

菊
ヶ
浜
沖

■
内
容

○
レ
ー
シ
ン
グ
ク
ラ
ス
（
31
㎞
）

　

菊
ヶ
浜
沖
～
尾
島
～
櫃ひ

つ
し
ま島

～

肥
島
～
菊
ヶ
浜
沖

○
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
ク
ラ
ス（
20
㎞
）

　

菊
ヶ
浜
沖
～
ツ
バ
瀬
（
灯
台
）

～
肥
島
～
菊
ヶ
浜
沖

主
催
・
申
し
込
み

萩
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
実
行
委
員
会

（
０
９
０
・
３
１
７
８
・
２
６
１
３
）

圓ま
る
お尾

「
龍
が
通
っ
た
道
」を
学
ぶ
会

　

萩
市
と
阿
武
町
、
山
口
市
に
分

布
す
る
約
50
の
小
さ
な
火
山
の
集

ま
り
、「
阿
武
火
山
群
」
に
つ
い

て
学
ぶ
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

学
ぶ
会
は
、
11
月
ま
で
の
全
５

回
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
全
日
程
参
加
者
に
は
修
了
証
を

贈
呈
し
ま
す
。

○
第
１
回「
阿
武
火
山
群
と
は
？
」

■
と
き　

７
月
27
日
（
日
）
午
前

10
時
～
午
後
０
時
30
分

■
と
こ
ろ　

弥
富
交
流
促
進
セ
ン

タ
ー

■
講
師　

永
尾
隆た

か
し志

（
元
山
口
大

学
教
授
、
地
学
専
門
嘱
託
職
員
）

■
定
員　

50
人

■
参
加
料　

５
０
０
円
（
食
事
代

含
む
）

※
講
義
終
了
後
、
龍り

ゅ
う
じ
ん
だ
い
こ

神
太
鼓
の
演

奏
の
ほ
か
、
希
望
者
に
は
現
地
見

学
会
を
行
い
ま
す
。
申
込
時
に
申

し
出
く
だ
さ
い
。

■
主
催　

畳
た
た
み
が
ふ
ち

ヶ
淵
交
流
事
業
実
行

委
員
会

申
し
込
み

７
月
15
日
ま
で
に
、
弥
富
公
民

館（
０
８
３
８
７
・
８
・
２
０
４
４
）

へ親
と
子
の
水
辺
の
教
室

■
と
き　

７
月
31
日
（
木
）
午
前

９
時
～
11
時
30
分

■
と
こ
ろ　

玉
江
川
（
白
水
小
学

校
前
）

■
内
容　

水
生
生
物
の
観
察
と
水

質
判
定

■
対
象
者　

小
学
生
と
保
護
者

■
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法　

７
月
18
日
ま
で

に
、
電
話
、
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
学
年
、
電
話
番
号
を

記
入
し
郵
送

主
催
・
申
し
込
み

〒
７
５
８
︲
８
５
５
５　

萩
市
環

境
衛
生
課
（
２
５
・
３
３
４
１
）

中
央
公
民
館

「
楽
し
み
倶
楽
部
」

　

中
央
公
民
館
教
室
で
学
習
し
た

有
志
に
よ
る
講
座
で
す
。

○
ク
ラ
フ
ト
バ
ン
ド
で
バ
ッ
グ
作

り■
と
き　

７
月
31
日
（
木
）
午
後

１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

■
定
員　

15
人
程
度

■
受
講
料　

無
料
（
材
料
代
１
０

０
０
円
程
度
）

主
催
・
申
し
込
み

７
月
１
日
～
20
日
に
、
中
央
公
民

館
（
２
５
・
３
５
９
０
）
へ

萩
夏
ま
つ
り

①
萩
・
日
本
海
大
花
火
大
会
の
有

料
観
覧
席

　

迫
力
あ
る
花
火
を
間
近
で
観
覧

で
き
ま
す
。
市
外
の
ご
友
人
な
ど

に
も
ぜ
ひ
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

■
と
き　

８
月
１
日
（
金
）
午
後

８
時
～
９
時
（
荒
天
の
場
合
は
４

日
（
月
）
に
延
期
）

■
と
こ
ろ　

花
火
大
会
本
部
横

（
菊
ヶ
浜
、
増
野
海
産
駐
車
場
）

■
観
覧
料　

５
０
０
円
（
小
学
生

以
上
）

※
当
日
花
火
大
会
本
部
で
徴
収
、

延
期
の
場
合
も
有
効
。

■
申
込
方
法　

７
月
25
日
ま
で

に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、

住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、人
数（
８

人
ま
で
）
を
記
入
し
郵
送
、
ま
た

は
萩
夏
ま
つ
り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲

載
の
申
込
書
を
メ
ー
ル

②
巡
視
艇
「
は
ぎ
な
み
」
に
よ
る

萩
沖
海
上
体
験
航
海

■
と
き　

８
月
１
日
（
金
）
午
前

10
時
、
11
時
、
午
後
１
時
、
２
時

（
約
40
分
）

■
乗
船
場
所　

萩
漁
港
（
小
畑
・

県
漁
協
萩
地
方
卸
売
市
場
）

■
定
員　

１
回
20
人

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

■
乗
船
料　

無
料

■
申
込
方
法　

７
月
25
日
ま
で

に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
（
携

帯
電
話
推
奨
）、
乗
船
者
の
氏
名
、

年
齢
、
第
１
・
第
２
希
望
出
航
時

間
を
記
入
し
郵
送

③
の
ん
た
大
提
灯
パ
レ
ー
ド

　

３
日
目
に
行
う
伝
統
の
「
の
ん

た
大
提
灯
パ
レ
ー
ド
」の
大
提
灯

の
引
き
手
を
募
集
し
ま
す
。

■
と
き　

８
月
３
日
（
日
）
午
後

５
時
～
９
時

■
と
こ
ろ　

住
吉
神
社
～
萩
市
内

パ
レ
ー
ド
コ
ー
ス
～
住
吉
神
社

■
対
象
者　

ど
な
た
で
も
（
小
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

■
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
方
法　

７
月
28
日
ま
で

に
、
萩
商
工
会
議
所
備
え
付
け
の

申
込
書
（
萩
青
年
会
議
所
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ http://hagijc.jp 

掲

載
）
を
持
参
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

主
催
・
申
し
込
み

〒
７
５
８
︲
０
０
４
７　

萩
市
東

田
町
19
︲
４　

萩
商
工
会
議
所
内

①
・
②
萩
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
２
５
・
３
３
３
３
、メ
ー
ルhagi-

cci@
haginet.ne.jp

）

③
萩
青
年
会
議
所（
２
５
・
３
３
３

３
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
２
２
・
１
１
０
８
）

江
村
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家
族
介
護
者
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
日
帰
り
旅
行

　

在
宅
で
介
護
を
さ
れ
て
い
る
方

の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
目
的
に
、
日

帰
り
バ
ス
旅
行
を
実
施
し
ま
す
。

■
と
き　

７
月
31
日
（
木
）
午
前

10
時
～
午
後
４
時

※
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
集
合
。

■
と
こ
ろ　

下
関
市
農
北
町
方
面

（
道
の
駅
「
北
浦
街
道
ほ
う
ほ
く
」

等
）

■
対
象
者　

在
宅
で
高
齢
者
を
介

護
さ
れ
て
い
る
方

■
定
員　

40
人

■
参
加
料　

１
２
０
０
円

主
催
・
申
し
込
み

７
月
22
日
ま
で
に
、
萩
市
社
会

福
祉
協
議
会
（
２
２
・
２
２
８
９
）

へ

童
謡
・
唱
歌
コ
ン
サ
ー
ト

の
市
民
参
加
者

　

ま
ち
の
音
楽
劇
場
で
は
、
９
月

23
日
に
開
催
す
る
「
童
謡
・
唱
歌

コ
ン
サ
ー
ト
」
で
、
ソ
プ
ラ
ノ
歌

手
と
共
演
す
る
小
・
中
学
生
の
合

唱
団
員
と
市
民
の
演
奏
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

○
合
唱
団
の
団
員
募
集

■
練
習
日　

７
月
20
日
、
27
日
、

８
月
17
日
、
24
日
、
９
月
７
日
、

14
日
、21
日
（
い
ず
れ
も
日
曜
日
）

午
後
５
時
～
６
時
30
分

■
練
習
会
場　

総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー

■
対
象
者　

市
内
小
・
中
学
生

■
講
師　

山
田
真
治
（
至
誠
館
大

学
准
教
授
）
ほ
か

■
参
加
料　

無
料

○
コ
ン
サ
ー
ト
の
演
奏
者
募
集

■
対
象
者　

萩
市
民

■
部
門　

ピ
ア
ノ
、
合
唱
、
オ
カ

リ
ナ
等

主
催
・
申
し
込
み

７
月
15
日
ま
で
に
、
ま
ち
の
音
楽

劇
場
（
０
９
０
・
５
８
５
４
・
５
１

１
５
）
山
田
へ

放
送
大
学
10
月
入
学
生

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学

ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。心
理
学
・

福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自

然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学

べ
ま
す
。
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大

学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し

み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的

で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方
が
学

ん
で
い
ま
す
。

　

詳
し
い
資
料
を
無
料
で
送
付
し

ま
す
。

■
出
願
締
切　

８
月
31
日

問
い
合
わ
せ

放
送
大
学
山
口
学
習
セ
ン
タ
ー

（
山
口
大
学
吉
田
キ
ャ
ン
パ
ス
内
）

（
０
８
３
・
９
２
８
・
２
５
０
１
）

毛
利
敬た

か
ち
か親

公
と
禁
門
の
変

　

松
陰
神
社
で
は
、
禁
門
の
変
と

池
田
屋
事
件
か
ら
１
５
０
年
の
節

目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
記
念
講

演
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

７
月
19
日
（
土
）
午
前

11
時
～
正
午

■
と
こ
ろ　

松
陰
神
社
記
念
館

■
演
題　
「
毛
利
敬
親
公
と
禁
門

の
変
」

■
講
師　

小こ
や
ま山

良よ
し
ま
さ

昌
（
山
口
県
地

方
史
学
会
会
長
、
毛
利
博
物
館
顧

問
）

■
入
場
料　

無
料

主
催
・
問
い
合
わ
せ

松
陰
神
社
（
２
２
・
４
６
４
３
）

要
約
筆
記
体
験
講
座

　

要
約
筆
記
と
は
、
聞
こ
え
が
不

自
由
な
方
に
対
し
、
文
字
で
情
報

を
伝
え
る
方
法
で
す
。

　

難
聴
者
や
中
途
失
聴
者
、
要
約

筆
記
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、

体
験
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

７
月
19
日（
土
）、
８
月

16
日（
土
）、
30
日（
土
）
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分（
全
３
回
）

■
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

聞
こ
え
な
い
体
験
、
要

約
筆
記
体
験
（
手
書
き
・
パ
ソ
コ

ン
）
等

■
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

■
受
講
料　

無
料

主
催
・
申
し
込
み

萩
要
約
筆
記
マ
ー
ブ
ル
（
０
９
０

・
１
０
１
９
・
９
６
６
２
）
有
田

萩
市
消
費
者
セ
ミ
ナ
ー

「
子
ど
も
の
“
で
き
る
”
の
引
き

出
し
方
」

　

市
で
は
、
消
費
者
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
正
し
く
理
解
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
消
費
者
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

８
月
９
日
（
土
）
午
後

２
時
～
４
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
演
題　
「
子
ど
も
の
“
で
き
る
”

の
引
き
出
し
方
～
今
、
私
た
ち
が

し
て
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
～
」

■
講
師　

竹
下
和
男
（「
弁
当
の

日
」
の
創
設
者
）

■
参
加
料　

無
料

※
託
児
あ
り
。

主
催
・
申
し
込
み

８
月
６
日
ま
で
に
、
萩
市
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
（
２
５
・
０
９
９
９
）

へ

　

市
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
専
門
相
談

員
が
独
身
男
女
の
相
談
を
受
け
、

登
録
さ
れ
た
方
同
士
を
紹
介
し
ま

す
。

■
と
き　

７
月
１
日
（
火
）、
４

日（
金
）、５
日（
土
）、８
日（
火
）、

11
日
（
金
）、
15
日
（
火
）、
18
日

（
金
）、
19
日
（
土
）、
22
日
（
火
）、

25
日
（
金
）、
29
日
（
火
）
午
前

９
時
～
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
別
館

２
階

■
対
象
者　

市
内
在
住
で
20
歳
以

上
の
独
身
男
女

※
事
前
に
電
話
で
相
談
日
を
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

主
催
・
申
し
込
み

結
婚
相
談
所
（
２
５
・
３
４
２
１
）

結
婚
相
談
所
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人
権
教
育
指
導
者
養
成
講
座

「
ふ
れ
あ
い 
い
き
が
い
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
講
座
」

　

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題
に
対
す

る
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
る

た
め
の
講
座
で
す
。

■
と
こ
ろ　

市
民
館
小
ホ
ー
ル

■
定
員　

各
１
０
０
人（
先
着
順
）

※
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
通
訳
が

必
要
な
方
は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

主
催
・
申
し
込
み

７
月
16
日
ま
で
に
、
福
祉
政
策
課

（
２
５
・
３
６
３
４
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
２
５

・
５
１
０
３
）
へ

公
共
職
業
訓
練

　

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
て
再
就
職
を

検
討
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
職

業
訓
練
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

９
月
５
日
～
12
月
４
日

■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

■
コ
ー
ス　

医
療
事
務
ス
タ
ッ
フ

科（
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
医
科
・

歯
科
の
取
得
）

■
定
員　

20
人（
選
考
試
験
あ
り
）

■
受
講
料　

無
料
（
別
途
テ
キ
ス

ト
代
）

■
募
集
期
限　

７
月
25
日

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
萩

（
２
２
・
０
７
１
４
）

狩
猟
免
許
取
得
に
補
助
制
度

　

市
と
県
で
は
、
有
害
鳥
獣
捕
獲

の
担
い
手
確
保
対
策
と
し
て
、
狩

猟
免
許
の
新
規
取
得
者
に
対
す
る

補
助
金
制
度
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
の
狩
猟
免
許
試
験
日

程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
狩
猟
免
許
試
験

■
と
き　

①
７
月
13
日
（
日
）、

②
９
月
２
日
（
火
）
午
前
９
時
～

午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

山
口
県
総
合
保
健
会

館
（
山
口
市
）

※
試
験
日
の
前
日
に
、
同
会
場
で

狩
猟
者
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
そ
の
他
、
下
関
・
柳
井
・
下

松
会
場
で
も
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
手
数
料　

新
規
＝
５
２
０
０

円
、
す
で
に
免
許
を
所
持
し
、
さ

ら
に
他
免
許
を
受
験
す
る
方
＝

３
９
０
０
円

■
申
込
期
限　

①
７
月
４
日
、
②

８
月
26
日

■
申
込
方
法　

萩
農
林
事
務
所
森

林
部
備
え
付
け
の
申
請
書
を
提
出

○
市
補
助
金

■
対
象
者　

新
規
に
狩
猟
免
許
を

取
得
後
、
市
内
の
有
害
鳥
獣
捕
獲

隊
に
所
属
す
る
方

■
補
助
金　

１
万
２
０
０
円
（
す

で
に
免
許
を
所
持
す
る
猟
友
会
会

員
の
方
は
６
９
０
０
円
）

○
県
補
助
金

■
対
象
者　

新
規
に
第
一
種
銃
猟

免
許
を
取
得
し
、
当
該
年
度
内
に

銃
の
所
持
許
可
を
受
け
狩
猟
者
登

録
を
し
た
方
、
お
よ
び
新
規
に
わ

な
猟
免
許
を
取
得
し
、
当
該
年
度

内
に
狩
猟
者
登
録
を
し
た
方

■
補
助
金　

第
一
種
銃
猟
免
許
６

万
７
０
０
０
円
（
す
で
に
銃
の
所

持
許
可
を
受
け
て
い
る
方
は
２
万

円
）、わ
な
猟
免
許
１
万
５
０
０
０

円
問
い
合
わ
せ

▽
試
験
・
県
補
助
金
＝
萩
農
林
事

務
所
森
林
部（
２
２
・
３
３
６
６
）、

▽
市
補
助
金
＝
農
政
課（
２
５
・
４

１
９
１
）

人
権
・
行
政
・
公
証
相
談

■
と
き　

７
月
８
日
（
火
）
午
前

10
時
～
正
午

■
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁

■
相
談
員　

人
権
擁
護
委
員
、
行

政
相
談
委
員
、
公
証
人

■
内
容　

境
界
線
問
題
、い
じ
め
、

体
罰
の
問
題
、
家
庭
内
・
近
隣
と

の
ト
ラ
ブ
ル
、
国
・
県
・
市
へ
の

要
望
、
苦
情
、
遺
言
、
離
婚
等

※
事
前
予
約
制
（
前
日
ま
で
）。

主
催
・
問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
推
進
課

（
２
５
・
３
３
７
３
）

消
費
生
活
無
料
法
律
相
談

■
と
き　

７
月
11
日
（
金
）
午
前

10
時
～
正
午

■
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
弁
護
士　

山
口
正ま

さ
の
ぶ之

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
方
（
先

着
４
人
、
１
人
30
分
）

※
事
前
予
約
制
（
当
日
受
付
可
）。

主
催
・
申
し
込
み

萩
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
２
５
・
０
９
９
９
）

無
料
法
律
相
談
（
予
約
制
）

■
と
き　

７
月
23
日
（
水
）
午
前

10
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁

■
弁
護
士　

小
林
亨

と
お
る

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
方
（
先

着
12
人
、
１
人
20
分
）

※
事
前
予
約
制
（
７
月
１
日
か
ら

受
付
開
始
）。

主
催
・
申
し
込
み

市
民
活
動
推
進
課

（
２
５
・
３
３
７
３
）

市
営
プ
ー
ル
開
放

　

２
つ
の
市
営
プ
ー
ル
を
、
次
の

と
お
り
無
料
で
開
放
し
ま
す
。

①
土
原
プ
ー
ル

■
と
き　

７
月
１
日
（
火
）
～
８

月
31
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後

とき 内容 講師

8月1日（金）
14:00〜15:30

人権について考えてみよ
う〜身のまわりを見渡して
みませんか？

霜
しもかわ

川正
まさゆき

幸（山口大学
教育学部教授）

8月6日（水）
14:00〜15:30

犯罪被害者家族の思い〜
犯罪被害者の人権と支援

山根和子（いのちの
ミュージアム防府オ
フィス代表）

8月12日（火）
14:00〜15:30

法務局が取り扱う人権侵
犯事件について

中村英樹（山口地方
法務局人権擁護課）

8月27日（水）
14:00〜15:30

そんなに人って悪くない
ですよ〜肯定的な人間関
係つくり

武田朋
ともあき

昭（萩病院臨
床心理士）
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５
時

■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩
横

②
む
つ
み
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

■
と
き　

８
月
31
日
（
日
）
ま
で

　

午
前
10
時
～
午
後
６
時
（
毎
週

月
曜
日
、
祝
日
は
休
み
）

※
７
月
18
日
（
金
）
ま
で
は
土
・

日
曜
日
の
み
開
放
。

■
と
こ
ろ　

む
つ
み
Ｂ
＆
Ｇ
体
育

館
横

■
対
象
者　

い
ず
れ
も
小
学
生
以

上
（
小
学
生
は
保
護
者
ま
た
は
引

率
者
同
伴
）

■
使
用
料　

い
ず
れ
も
無
料

問
い
合
わ
せ

①
サ
ン
ラ
イ
フ
萩（
２
６
・
１
３
３

３
）、
②
む
つ
み
総
合
事
務
所
地

域
振
興
部
門
（
０
８
３
８
８
・
６

・
０
２
１
１
）

山
口
県
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
in

萩
に
ご
声
援
を

　

広
島
県
や
福
岡
県
な
ど
県
外
か

ら
も
若
者
が
多
数
参
加
し
、
砂
浜

で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

■
と
き　

７
月
20
日
（
日
）
午
前

９
時
～
（
雨
天
決
行
）

■
と
こ
ろ　

菊
ヶ
浜
海
水
浴
場

■
主
催　

山
口
県
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

連
盟問

い
合
わ
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
２
５
・
７
３
１
１
）

老
人
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
大

会
に
ご
声
援
を

■
と
き　

７
月
11
日
（
金
）
午
前

10
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

市
民
体
育
館

■
内
容　

玉
入
れ
、
綱
引
き
等

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
２
５
・
２
４
８
８
）

須
佐
湾
遊
覧
船

　

須
佐
観
光
協
会
で
は
、
夏
休
み

の
期
間
中
の
土
・
日
曜
日
を
中
心

に
須
佐
湾
遊
覧
船
の
定
時
運
航
を

行
い
ま
す
。

　

夏
の
運
航
で
は
特
別
企
画
と
し

て
、
日
本
海
の
夕
陽
を
船
上
で
楽

し
め
る
サ
ン
セ
ッ
ト
ク
ル
ー
ズ
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
予
約
運
航
は

10
月
末
ま
で
行
い
ま
す
。

【
定
時
運
航
】
７
月
20
日
～
８
月

31
日
の
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
お

盆
（
７
月
26
～
29
日
は
除
く
）

■
運
航
時
間　

午
前
10
時
～
午
後

３
時
（
１
日
８
便
、
約
60
分
）

【
予
約
運
航
】
大
人
５
人
以
上
で

平
日
も
運
航

■
コ
ー
ス

観
音
岩
～
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
、

屏び
ょ
う
ぶ
い
わ

風
岩
（
海

か
い
し
ょ
く
ど
う

蝕
洞
）
な
ど
周
遊

※
海
の
状
況
、
天
候
に
よ
り
コ
ー

ス
変
更
や
運
休
あ
り
。

■
発
着
場
所　

須
佐
漁
港
（
Ｊ
Ｒ

須
佐
駅
か
ら
海
側
に
２
０
０
ｍ
）

■
乗
船
料　

大
人
１
８
０
０
円
、

小
学
生
以
下
９
０
０
円
（
３
歳
未

満
無
料
）

○
サ
ン
セ
ッ
ト
ク
ル
ー
ズ

　

定
時
運
航
日
に
予
約
に
よ
り
運

航
（
大
人
５
人
以
上
で
平
日
で
も

運
航
可
）

■
運
航
時
間　

午
後
７
時
～

■
乗
船
料　

大
人
２
２
０
０
円
、

小
学
生
以
下
１
１
０
０
円

※
乗
船
希
望
日
の
２
日
前
ま
で
に

予
約
が
必
要
で
す
。

主
催
・
問
い
合
わ
せ

須
佐
観
光
協
会

（
０
８
３
８
７
・
６
・
２
２
１
９
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
、
つ
わ

ぶ
き
の
館
（
０
８
３
８
７
・
６
・
２

２
６
６
）

　

萩
博
物
館
で
は
、６
年
前
の「
風

雲
！
昆
虫
城
」
展
以
来
と
な
る
、

子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
の
「
昆

虫
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
特
別
展
を

開
催
し
ま
す
。
当
時
よ
り
は
る
か

に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
、
全
く
違
う

ス
ト
ー
リ
ー
と
切
り
口
で
お
届
け

す
る
渾
身
の
展
示
会
で
す
。

　

展
示
標
本
の
数
は
、
約
３
０
０

０
種
、
２
万
点
で
、
こ
の
夏
、
西

日
本
屈
指
の
大
規
模
昆
虫
展
と
な

り
ま
す
。

　

中
で
も
、
６
年
前
に
県
内
初
公

開
以
来
、
秘
蔵
し
て
い
た
ヘ
ラ
ク

レ
ス
リ
ッ
キ
ー
ブ
ル
ー
や
、
ギ
ネ

ス
ブ
ッ
ク
登
載
記
録
に
肉
薄
す
る

体
長
12
㎝
の
ギ
ラ
フ
ァ
ノ
コ
ギ
リ

ク
ワ
ガ
タ
は
必
見
。
山
口
県
初
公

開
と
な
る
巨
大
な
コ
オ
ロ
ギ
の
仲

間
な
ど
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。

　

い
き
も
の
発
見
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

は
ヘ
ラ
ク
レ
ス
オ
オ
カ
ブ
ト
な
ど

生
き
た
カ
ブ
ト
ム
シ
、
ク
ワ
ガ
タ

ム
シ
８
種
類
を
展
示
。

　
「
最
強
の
も
の
は
何
か
!?
」
と

い
う
ス
ト
ー
リ
ー
に
乗
っ
て
会
場

を
進
ん
で
い
く
と
、
萩
や
世
界
の

自
然
の
す
ば
ら
し
さ
、
人
間
と
生

物
た
ち
が
今
後
あ
る
べ
き
姿
を
知

る
こ
と
が
で
き
、
楽
し
む
だ
け
で

な
く
、郷
土
と
世
界
の
自
然
の「
光

と
影
」
を
知
る
た
め
の
学
習
と
し

て
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆「
昆
虫
ト
レ
イ
ン
ツ
ア
ー
」募
集

　

本
展
を
観
覧
後
、「
ホ
ン
モ
ノ
」

を
そ
の
目
で
確
か
め
に
行
く
新
企

画
で
す
。

■
対
象
者　

小
学
３
年
生
以
上

（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

▽
む
つ
み
コ
ー
ス
＝
７
月
26
日

（
土
）、
応
募
締
切　

７
月
９
日

▽
須
佐
コ
ー
ス
＝
８
月
23
日

萩
博
物
館

☎
２
５
・
６
４
４
７

展
示
会
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

カ
ブ
ト
ロ
イ
ダ
ー

７
月
５
日（
土
）〜
９
月
７
日（
日
）

最
強
昆
虫
列
伝

特別展
夏期

ー
カ
ブ
ト
ム
シ
VS
な
ぞ
の
昆
虫
戦
士
た
ち
ー

（
土
）、
応
募
締
切　

８
月
８

日※
と
も
に
締
切
日
必
着
。
応

募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

※
詳
し
く
は
、
市
報
６
月
15

日
号
を
ご
覧
下
さ
い
。
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“
須
佐
男み

こ
と命
い
か
”
直
売
市

　

須
佐
一
本
釣
船
団
で
は
、
須
佐

産
の
ケ
ン
サ
キ
イ
カ
（
活
イ
カ
）

を
「
須
佐
男
命
い
か
」
と
名
付
け
、

平
成
18
年
に
商
標
登
録
を
行
う
な

ど
、
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

水
槽
で
泳
ぐ
活
き
た
男
命
い
か

を
イ
カ
釣
り
漁
師
か
ら
直
接
買
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
と
き　

７
月
６
日
（
日
）
～
９

月
28
日
（
日
）
の
毎
週
土
・
日
曜

日
（
全
22
回
）

※
７
月
26
日
、
８
月
16
、
17
日
は

休
み
。
７
月
27
日
は
「
須
佐
男
命

い
か
祭
り
」
内
で
開
催
。

■
販
売
時
間　

午
前
９
時
30
分
～

11
時
30
分（
売
り
切
れ
次
第
終
了
）

※
午
前
８
時
30
分
か
ら
整
理
券
配

布
。

■
と
こ
ろ　

須
佐
漁
港
（
Ｊ
Ｒ
須

佐
駅
か
ら
海
側
に
車
で
２
分
）

■
特
別
価
格　

活
イ
カ
１
０
０
ｇ

２
８
０
円
（
税
込
み
）

※
初
日
と
最
終
日
は
、
お
買
い
上

げ
に
対
し
て
抽
選
で
プ
レ
ゼ
ン
ト

進
呈
。

主
催
・
問
い
合
わ
せ

山
口
県
漁
協
須
佐
支
店
須
佐
一
本

釣
船
団
（
０
８
３
８
７
・
６
・
２
３

１
１
）

田
町
土
曜
夜
市

〜
楽
し
さ
満
タ
ン
！ 

ウ
ィ
ー
ク

エ
ン
ド
た
ま
ち
〜

　

萩
の
夏
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
「
土

曜
夜
市
」
を
今
年
は
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
し
て
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

７
月
５
日
、
12
日
、
19

日
、
26
日
（
い
ず
れ
も
土
曜
日
）

午
後
６
時
～
９
時

■
と
こ
ろ　

田
町
商
店
街
ア
ー

ケ
ー
ド

■
内
容　

輪
投
げ
、
射
的
、
ビ
ア

ガ
ー
デ
ン
な
ど

▽
５
日
＝
歯
科
医
師
会
「
歯
と

口
の
健
康
週
間 

ポ
ス
タ
ー
・
書

道
展
」、
▽
12
日
＝
商
店
街
を
ハ

ワ
イ
風
に
演
出
「
ア
ロ
ハ
ワ
イ
」、

▽
19
日
＝
「
Ｉ 

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ 

萩
の

大
ビ
ン
ゴ
大
会
」

○
同
時
開
催

　

市
内
保
育
園
児
・
幼
稚
園
児
の

「
家
族
の
絵
」
展
示

▽
23
～
30
日
、
ジ
ョ
イ
２
０
１

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
市
田
町
商
店
街
振
興
組
合

（
２
６
・
２
２
０
１
）

む
つ
み
昆
虫
王
国
オ
ー
プ
ン

　

カ
ブ
ト
ム
シ
に
触
れ
合
っ
た
り

昆
虫
を
採
集
し
た
り
で
き
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ン
初
日
に
は
開
国
式
を

開
催
し
、
も
ち
ま
き
や
抽
選
会
を

行
い
ま
す
。

■
と
き　

７
月
12
日（
土
）～
８
月

31
日（
日
）午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
開
国
式
は
午
前
10
時
か
ら
。

■
と
こ
ろ　

む
つ
み
昆
虫
王
国

（
高
佐
下
伏ふ

す
ま馬

、
ひ
ま
わ
り
ロ
ー

ド
近
く
）

■
内
容　
「
昆
虫
の
森
」
で
昆
虫

採
集
、「
ク
ワ
ガ
タ
の
館
」
で
昆

虫
の
成
虫
や
飼
育
資
材
の
販
売
、

「
か
ぶ
と
虫
ド
ー
ム
」
で
放
し
飼

い
の
カ
ブ
ト
ム
シ
と
の
触
れ
合
い

■
入
場
料　

無
料
（
か
ぶ
と
虫

ド
ー
ム
の
み
入
園
料
３
０
０
円
）

主
催
・
問
い
合
わ
せ

む
つ
み
総
合
事
務
所
産
業
振
興
部

門（
０
８
３
８
８
・
６
・
０
２
１
１
）

む
つ
み
昆
虫
王
国

（
０
８
３
８
８
・
８
・
０
０
６ム

シ４
）

Ｈ
Ａ
Ｇ
Ｉ
バ
ル
２
０
１
４
夏

　

萩
市
観
光
協
会
は
、
地
域
の
産

業
と
連
動
し
た
観
光
振
興
を
図
る

た
め
、
市
内
飲
食
店
を
巡
り
地
元

食
材
を
食
べ
歩
く
イ
ベ
ン
ト
を
開

県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館

☎
２
４
・
２
４
０
０

　

日
本
に
は
や
き
も
の
の
産
地
が

多
く
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
の

あ
る
や
き
も
の
作
り
が
行
わ
れ
、

食
の
た
め
の
器
だ
け
で
な
く
、
茶

の
湯
、
華
道
な
ど
日
本
を
代
表
す

る
伝
統
文
化
の
形
成
に
も
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　

や
き
も
の
の
産
地
に
所
在
し
、

や
き
も
の
を
専
門
的
に
収
蔵
し
展

示
・
公
開
す
る
美
術
館
・
博
物
館

８
館
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
「
陶
磁

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
の
共
同
企

画
展
と
し
て
開
催
し
、
や
き
も
の

が
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
た
の
か
、

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
、
や

き
も
の
で
何
を
表
現
し
た
の
か
な

ど
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
各
館
の

逸
品
と
共
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
産
地

の
歴
史
的
背
景
や
各
館
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
特
徴
を
紹
介
し
ま
す
。

■
観
覧
料　

一
般
８
０
０
円
、
70

歳
以
上
の
方
・
学
生
６
０
０
円
、

18
歳
以
下
無
料

■
休
館
日　

月
曜
日

※
７
月
４
日
（
金
）
ま
で
、
展
示

替
え
の
た
め
休
館
。

◆
関
連
企
画

○
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ツ
ア
ー

　

学
芸
員
に
よ
る
作
品
解
説
。

■
と
き　

毎
週
日
曜
日 

午
前
11

時
～
正
午
（
観
覧
料
が
必
要
）

○
萩
茶
碗
で
愉
し
む
呈
茶
席

（
表
千
家
萩
地
区
青
年
部
）

■
と
き　

７
月
５
日
（
土
）、
６

日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

本
館
ス
ロ
ー
プ
下

■
料
金　

一
服
３
０
０
円

○
記
念
講
演
会

■
と
き　

７
月
19
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
～
３
時

■
と
こ
ろ　

講
座
室

■
演
題　
「
喫
茶
を
楽
し
む
ー
抹

茶
と
煎
茶
の
や
き
も
の
ー
」

■
講
師　

梶
山
博ひ

ろ
ふ
み

史
（
兵
庫
陶
芸

美
術
館
学
芸
員
）

7
月
5
日（
土
）〜
８
月
24
日（
日
）

や
き
も
の
っ
て
何
ダ
？

ー
陶
芸
美
術
館
８
館
の
名
品
に
学
ぶ
ー

富
とみもと

本憲
けんきち

吉
「色

い ろ え

絵金
きんぎん

銀彩
さい

四
し べ ん

弁花
か

模
も よ う

様
蓋
ふたつき

付飾
かざりつぼ

壺」
兵庫陶芸美術館蔵
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催
し
ま
す
。

■
と
き　

７
月
18
日
（
金
）

※
時
間
は
店
舗
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
に
記
載
。

■
と
こ
ろ　

市
内
協
力
店
20
店

舗
（
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
海
岸
通

り
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
カ
フ
ェ
藍
場
川

の
家
、
お
食
事
処
わ
ら
じ
、
食
事

処
山さ

ん

醉す
い

た
む
ら
、
ト
ラ
ッ
ト
リ
ア

ア
ッ
カ
、
和
食
れ
す
と
ら
ん
和わ

バ

ル
あ
っ
か
Ⅰ
、
市
場
前
レ
ス
ト
ラ

ン
来き

は
ぎ萩

、
は
た
満
、
割
烹
千
代
、

季
節
料
理
天
草
、
萩
の
酒
と
萩
の

肴
Ｍマ

ル

Ａ
Ｒ
Ｕ
、
萩
観
光
ホ
テ
ル
、

だ
い
に
ん
ぐ
ま
め
た
、
ＮニＩ
ＫクＵ

Ｊ
ジ

Ｉ
Ｒ

ロ
Ｏ
Ｕウ

、
旬
ダ
イ
ニ
ン
グ

楽
、
創
作
居
酒
屋 

和
バ
ル
あ
っ

か
Ⅱ
、
無
国
籍
料
理
バ
ル
ア
ッ

カ
、
家
庭
料
理
こ
ひ
ろ
、
Ｌラ

ａ 

Ｃセ

イ

バ

ｅ
ｉ
ｂ
ａ
、
ｃコ

エ

ン

ｏ
ｅ
ｎ
）

■
内
容　

３
枚
綴
り
の
チ
ケ
ッ
ト

を
購
入
し
、
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を
手

に
協
力
店
を
巡
り
ま
す
。
各
店
舗

で
は
、
チ
ケ
ッ
ト
１
枚
に
つ
き
萩

の
食
材
を
使
用
し
た
軽
い
お
つ
ま

み
程
の
料
理
と
１
ド
リ
ン
ク
が
提

供
さ
れ
ま
す
。

■
定
員　

５
０
０
人
（
先
着
順
）

■
チ
ケ
ッ
ト
代　

２
０
０
０
円

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所　

萩
市
観
光

協
会
、
観
光
課
、
各
協
力
店
（
20

店
舗
）

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
市
観
光
協
会（

２
５
・
１
７
５
０
）

萩
城
跡
石
垣
保
存
修
理

現
地
見
学
会

　

萩
城
跡
本
丸
門
跡
か
ら
東

と
う
ほ
う方

土ど

塀べ
い

跡あ
と

ま
で
の
石
垣
は
、
保
存
修
理

工
事
に
伴
い
昨
年
度
解
体
し
、
今

年
度
に
石
垣
の
積
み
直
し
を
行
い

工
事
を
完
了
す
る
予
定
で
す
。

　

17
世
紀
始
め
の
築
城
当
初
に
海

岸
か
ら
集
め
ら
れ
た
大
ぶ
り
で
丸

み
の
あ
る
自
然
岩
や
、
18
世
紀
中

頃
の
石
垣
修
理
の
際
に
用
い
ら
れ

た
小
ぶ
り
の
割
石
な
ど
約
１
５
０

点
に
お
よ
ぶ
解
体
石
材
が
間
近
で

見
学
で
き
ま
す
。

■
と
き　

７
月
26
日
（
土
）
午
前

９
時
30
分
～
11
時
（
雨
天
中
止
）

■
と
こ
ろ　

史
跡
萩
城
跡
（
本
丸

門
跡
～
東
方
土
塀
跡
）

※
駐
車
場
は
市
営
指
月
第
一
駐
車

場
等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
参
加
料　

無
料

※
申
込
不
要
。動
き
や
す
い
服
装
、

運
動
靴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
各
自
で
熱
中
症
予
防
対
策
等
を

お
願
い
し
ま
す
。

主
催
・
問
い
合
わ
せ

文
化
財
保
護
課（

２
５
・
３
６
５
４
）

萩
・
菊
ヶ
浜
砂
の
芸
術
祭

　

ハ
ワ
イ
ア
ン
ラ
イ
ブ
演
奏
や
フ

ラ
ダ
ン
ス
の
ほ
か
、
作
品
の
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
も
あ
り
ま
す
。

■
と
き　

７
月
27
日
（
日
）

■
と
こ
ろ　

菊
ヶ
浜
海
水
浴
場

■
内
容

▽
砂
像
制
作　

午
前
８
時
45
分
～

午
後
１
時

▽
展
示　

午
後
１
時
～
10
時

▽
大
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会　

午
後

１
時
30
分
～
２
時
30
分
（
人
数
制

限
あ
り
）

▽
ハ
ワ
イ
ア
ン
＆
フ
ラ
ダ
ン
ス　

午
後
８
時
～
９
時

▽
砂
像
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ　

午
後
８

時
～
10
時

■
主
催　

萩
・
菊
ヶ
浜
砂
の
芸
術

祭
実
行
委
員
会

問
い
合
わ
せ

文
化
・
生
涯
学
習
課

（
２
５
・
３
５
９
０
）

ダ
ム
・
発
電
所
現
地
見
学
会

　

国
と
県
で
は
、
７
月
21
日
～
31

日
を
「
森
と
湖
に
親
し
む
旬
間
」

と
し
て
、
ダ
ム
の
現
地
見
学
会
を

開
催
し
ま
す
。

○
阿
武
川
ダ
ム
、
新
阿
武
川
発
電

所■
と
き　

７
月
22
日
（
火
）
～
27

日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
阿
武
川
ダ
ム
の
監か

ん
さ
ろ
う

査
廊
（
下
流

側
の
一
部
）
の
見
学
は
午
前
10
時

～
11
時
、
午
後
２
時
～
３
時
の
２

回※
新
阿
武
川
発
電
所
の
見
学
は
事

前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

阿
武
川
ダ
ム
管
理
事
務
所

（
５
４
・
２
０
５
５
）

西
部
利
水
事
務
所
（
新
阿
武
川
発

電
管
理
所
）（
２
１
・
０
７
７
２
）

○
見
島
ダ
ム

■
と
き　

７
月
25
日
（
金
）
～
27

日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
27
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

問
い
合
わ
せ

萩
土
木
建
築
事
務
所

（
２
２
・
０
０
９
２
）

見
島
ダ
ム
管
理
所（
期
間
中
の
み
）

（
２
２
・
５
２
０
１
）

　

■
下
水
道
工
事（
江
向
）

萩商工高校
萩年金事務所

徳隣寺

江向
イセキ

田村商店
萩自動車学校

普照寺

車両通行止め

■工事期間　７月下旬〜平成 27 年１
　月下旬　午前８時 30 分〜午後５時
　（夜間、工事休止日は開放）
■規制内容　車両通行止
　（自転車、歩行者は通行可）

問い合わせ　
　下水道建設課（２５・４６５１）

通行規制にご協力を！

★年中無休☎２６・６７０５
ツインシネマ上映案内

■上映案内（24時間） ☎２６・６７０６

○名探偵コナン　異次元の狙撃手
○それでも夜は明ける
○風来坊シリーズ 〜野花〜
○テルマエ・ロマエ2

〜7/4
〜7/4

〜7/18
7/5〜



　

市報HAGI●2014（平成26）年７月１日号 18

開催中〜7/12㊏
　　  山口・島根豪雨災害写真展 9:30〜 明木図書館
毎週㊐ レファレンス専門員による
　　　  「夏の歴史館」 13:30〜 萩図書館
毎週㊎
まなぼう館でレッツチャレンジ！ 16:30〜 須佐図書館

2 ㊌ たなばたの会 15:30〜 明木図書館
3 ㊍ 萩読書会 13:30〜 萩図書館

9 ㊌ どうぶつおりがみ
 〜いぬ・ねこ・うさぎ〜 15:30〜 明木図書館

11㊎ 似顔絵教室 15:30〜 明木図書館
12㊏ れんげの会「青空おはなし会」 10:30〜 須佐図書館
15㊋ あんずの会 14:00〜 萩図書館

【休館日】 須佐図書館：7㊊、14㊊
   　　　明木図書館：7㊊、13㊐、14㊊

■問い合わせ　健康増進課 ☎ 26-0500、各総合事務所

地域むつみ・福栄
10:00 〜福栄保セ
7:30 〜福栄保セ

7:30 〜福栄農業担い手育成センター
9:30 〜福栄保セ

13:00 〜福栄保セ
10:00 〜むつみ農村環境改善センター

13:30 〜福栄保セ

●のびのび会
　福栄総合健診（〜 2 日）
　福栄総合健診
　栄養相談
●1歳6か月児・3歳児健診
●乳幼児相談
　福栄楽しく体を動かす会

毎週㊌
1 ㊋
3 ㊍
8 ㊋

10 ㊍

9:00 〜川上保セ
9:30 〜旭マルチメディアセ

　川上運動教室
　明木健康運動教室

14 ㊊
15 ㊋

地域川上・旭

田万川・須佐 地域
9:30 〜弥富公民館
9:30 〜弥富公民館

9:30 〜須佐保セ
9:30 〜須佐保セ

9:30 〜田万川保セ
9:30 〜須佐保セ

14:00 〜須佐保セ
9:30 〜須佐保セ

10:00 〜弥富公民館
10:00 〜須佐郵便局
10:00 〜田万川保セ

　弥富ウェルネス教室
　弥富元気もりもり体操
　須佐元気もりもり体操
●すくすく赤ちゃん学級
　萩市健康体操教室
　須佐脳がよろこぶ会
　みんなの健康運動教室
●ミニミニ運動会
　弥富脳がよろこぶ会
　まちの保健室
　健康ちょきん教室

1 ㊋
2 ㊌
3 ㊍
4 ㊎
8 ㊋
9 ㊌

11 ㊎
12 ㊏
14 ㊊
15 ㊋

萩健康福祉センター ☎25・2667
8 ㊋

14 ㊊

　Ｃ型肝炎・Ｂ型肝炎ウィルス検査
　（血液検査）（要予約）
　HTLV-1 抗体検査（血液検査）（要予約）
　骨髄ドナー登録会（要予約）
　エイズ抗体即日検査（要予約）
●乳幼児発達クリニック

13:00 〜

13:00 〜
13:30 〜
14:00 〜
13:00 〜

萩 地域 ※保セ
4 4

は保健センター　●は母子関係の行事

10:00 〜萩市保セ
萩地域各所
萩地域各所

13:30 〜城東会館
9:00 〜萩市保セ

10:00 〜萩市保セ
13:30 〜萩市保セ

9:30 〜椿西小家庭科室
11:00 〜中央公園

10:00 〜萩東中武道場
10:00 〜萩市保セ

13:30 〜小畑漁村コミュニティセ
13:00 〜萩市保セ
13:30 〜萩市保セ
13:30 〜萩市保セ

13:30 〜三見公民館
10:00 〜萩市保セ
13:00 〜萩市保セ

1 ㊋

2 ㊌
3 ㊍

4 ㊎

8 ㊋

9 ㊌
10 ㊍

11 ㊎
15 ㊋

　こころの相談日（要予約）
　胃がん検診
　肺がん・大腸がん（容器配付）検診（〜11日）
　城東タマちゃん体操会
　栄養相談日・健康相談日
●1歳児集まれ教室（H25.7月生まれ）・母子相談室

　こころの相談日（要予約）
●椿西小学校乳幼児ふれあい教室
　健康づくり応援隊体操
●萩東中学校乳幼児ふれあい教室
　こころの相談日（要予約）
　小畑グッドヘルス
●1歳6か月児健康診査
●ママ友の会（H26.1月〜3月生まれ）
　こころの相談日（要予約）
　三見ソナタ
　こころの相談日（要予約）
●3歳児健康診査

3㊍ •山口県ゲートボール選手権大会
9:00〜萩甲子園球場

5㊏
•長北地区バレーボール大会（中学校の部）

9:00〜市民体育館
•中国ろうきん杯学童軟式野球選手権大会
　西部地区大会（〜6日）　　　　8:00〜萩スタジアム

6㊐

•萩市会長杯争奪バドミントン大会
9:00〜市民体育館

•日隈旗争奪萩近郷柔道大会　　　9:00〜萩武道館
●むつみ地域 B&G会長賞ソフトバレーボール
　大会　　　　　　　9:00〜B&G海洋センター体育館

8㊋ •むつみ地域 ソフトボールリーグ戦
19:30〜むつみグラウンド

10㊍ •リレーション3ゲートボール大会（夏）
9:00〜萩甲子園球場

12㊏ •むつみ地域 卓球の集い 8:30〜むつみ中学校体育館

◆児童館（25･1025）　休館日：毎週㊋
毎週㊌、㊏ 子育てアドバイス 10:00〜17:00
毎週㊍ 子育てアドバイス 10:00〜14:00
毎週㊊、㊎ おはなしの森（子ども図書館） 11:00〜
3 ㊍ ピヨピヨ「七夕かざりを作ろう」 10:30〜11:30
5 ㊏ 七夕会（子ども図書館） 14:00〜
9 ㊌ ベビーマッサージ教室（定員:5組） 10:00〜11:30
11㊎ だんすダンス！ 18:45〜20:15

12㊏ みんなでミュージック 13:30〜15:00
おはなし会おひさま（子ども図書館） 15:00〜

13㊐ おもしろ科学教室（定員:30人、要予約） 13:00〜15:00
◆子ども発達支援センター からふる（22･2877）
1㊋、8㊋、15㊋ おもちゃ図書館開館日 10:00〜15:00
1㊋、15㊋ 発達相談日 10:00〜12:00

8 ㊋ 手作りおもちゃの会「ほかけぶねを
つくろう！」

10:30〜12:00
13:00〜14:30

15㊋ 絵本の読み聞かせ「ガタンゴトンの会」 11:00〜11:30
◆萩幼稚園（22･0775）
8 ㊋ 未就園児開放日「ひよこ組」

※自由遊び、パネルシアター、紙芝居など 9:30〜11：30

◆萩光塩学院幼稚園（22･2019）

2 ㊌
未就園児への園舎開放日「てんし組」
※自由遊び、リズム体操、手遊び、ペープ
サート、パネルシアターなど

10:00〜11：30
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■当番医が緊急やむを得ず変わった場合
消防テレホンサービス（☎ 25・7474）、萩・阿武健康ダイヤル 24 で
確認してください。

阿北地区
休日当番医
AM8:30〜PM５：30

6日㊐
13日㊐

［内科］
［内外科］

弥富（弥富下）
齋藤（阿武町）

08387・8・2311
08388・2・2838

※阿北地区（萩地域以外）

24 時間年中無休。
☎ 0120・506・322

（通話料・相談料無料）

萩・阿武

●萩市主催・共催の行事 夜 間 ・ 休 日 当 番 医

1 ㊋
○心配ごと相談　　　　　　　　　　（13:30〜/むつみ地域世代間交流拠点施設）外科 めづき（土原） 22・2248

内科 市原（塩屋町） 22・0184

2 ㊌
外科 MP萩（堀内） 24・0082
内科 みやうち（椿） 25・2500

3 ㊍
外科 萩市民（椿） 25･1200
内科 全真会（玉江浦） 22・4106

4 ㊎
●人権相談 （10:00〜/福栄コミュニティセンター）外科 田町（東田町） 24・1234

内科 波多野（堀内） 25・2788

5 ㊏
●萩博物館特別展「最強昆虫列伝」 〜9/7 （9:00〜/萩博物館）外科 都志見（江向） 22・2811
○「やきものって何ダ？」 〜8/24 （9:00〜/県立萩美術館・浦上記念館）内科 中坪（今魚店町） 22・5430
○いきいきのびのびふれあい活動展 〜6日　　　　　　（10:00〜/市民館小ホール）
○たまち土曜夜市（Week End たまち） 12、19、26日　　　（18:00〜/田町商店街）

6 ㊐
◯萩の瀬つきあじ祭り　　　　　（9:30〜/県漁協萩地方卸売市場、道の駅「萩しーまーと」）内科・歯科（外科）
○須佐男命いか直売市 〜9/28（7/26、8/16・17を除く毎週土・日曜日）　　 休日急患診療センター（椿）26・1397

（9:30〜/須佐漁港）
○萩市民芸能の夕　　　　　　　（昼の部13:00〜、夜の部18:00〜/市民館大ホール）

7 ㊊
●萩市環境美化週間 〜13日 外科 兼田（吉田町） 22・1113

内科 わたぬき（東浜崎町）25・2020

8 ㊋
●人権・行政・公証相談 （10:00〜/市役所）外科 萩むらた（今古萩町）25・9170
●行政相談 （10:00〜/小川支所）内科 中嶋（今古萩町） 22･2206
○心配ごと相談 （13:30〜/総合福祉センター）

9 ㊌
外科 池本（玉江浦） 25･7575
内科 萩慈生（玉江） 25・6622

10㊍
外科 玉木（瓦町） 22･0030
内科 藤原（土原） 22・0781

11㊎
●行政相談 （9:00〜/福栄コミュニティセンター、10:00〜/旭マルチメディアセンター）外科 花宮（平安古町） 25・8738
●消費生活（多重債務）無料法律相談会 （10:00〜/総合福祉センター）内科 山本（椿東） 26･0077
●人権相談 （10:00〜/旭マルチメディアセンター）小児科 いわたに（椿東） 24・2100
○老人クラブスポーツ大会 （10:00〜/市民体育館）

12㊏
○むつみ昆虫王国オープン 〜8/31 （9:00〜/むつみ昆虫王国）外科 かわかみ（椿東） 21・7538
●NHK公開録音「ラジオ深夜便のつどい」 （13:00〜/市民館大ホール）内科 柳井（橋本町） 22・0748

13㊐
●河川海岸一斉清掃等 （早朝〜/市内全域）内科・歯科（外科）

休日急患診療センター（椿）26・1397

14㊊
外科 田町（東田町） 24・1234
内科 みやうち（椿） 25・2500

15㊋
○心配ごと相談 （9:30〜/萩市社協田万川事務所）外科 萩市民（椿） 25･1200

内科 市原（塩屋町） 22・0184

16㊌
○年金出張相談 （10:00〜/田万川総合事務所）
○こころの相談 （13:30〜/総合福祉センター）

17㊍
●行政相談

（10:00〜/むつみコミュニティセンター、13:00〜/むつみ農村環境改善センター）

１ →15日 日

月

※小児科は、11 日以外内科で対応します。
※日曜日・祝日の外科は休日急患診療センターで対応します。
※月〜金曜の夜間当番は、午後５時〜翌朝８時
　土曜の当番は、正午〜翌朝８時
　日曜・祝日の当番は、午前８時〜翌朝８時
　歯科は午前９時〜正午、午後１時〜３時
※救急医療は急患のためのものです。
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　国道 262 号から県道明木美東線へ入って進んで
いくと旭総合事務所があり、そこから約 50m 山口
方面へ進むと明木神社に到着します。
　この明木神社境内に４本、その背後に５本、合計
９本のモミの木の古木があります。最大幹周は3.9m
にも達するような大木の木群であり、数百 m 離れ
た国道 262 号からも見ることができます。明木神
社は明治に創建されたもので、このモミの木群はそ
れ以前に植裁されたと思われるため、約 150 年以
上の樹齢を重ねてきていると考えられます。
　明治の元勲 山県有朋が作庭した京都の無

むりんあん

鄰庵や
小田原の古

こ き あ ん

稀庵には、本来庭木として使うはずのな
いモミの木が使われています。これは、山県公が萩
往還を通るときに、このモミの木を目にしていたこ
とが影響を与えたからとも言われています。

明木神社と周辺のモミの木群
（指定No.53号）

新保存樹木 ３

お誕生おめでとう
赤ちゃん 保護者 住　所

慶弔だより 本人または親族の方の承認を得たもののみ掲載して
います。（敬称略）※6月1日〜6月15日受付分

お悔やみ申し上げます
氏　名 年　齢 住　所死亡日

ご結婚おめでとう
夫の氏名 妻の氏名 住　所

表紙 三見橋が 100 歳
地域の宝を後世に

　６月８日、三見床
と こ な み

並の三見川に架かる、通称「眼
鏡橋」として地元に親しまれる三見橋。建造から
100 周年となることを記念した祝賀会が開催され、
三見小・中学生をはじめ約 150 人が参加しました。
　現在の三見橋は大正３年（1914）に、県道の改
修工事の際に建造。長さ 21.4 ｍ、幅 3.4 ｍ、高さ

13.5 ｍのアーチ構造の石橋で、
平成 10 年には国の登録有形文
化財に登録されています。
　地元では貴重な遺産を守り、
後世に残すため、「眼鏡橋保存
会」を中心に清掃活動や周辺整
備に力を入れており、100 年
がたった現在でも、建造当時の
ままの美しいアーチを描く姿を
見ることができます。
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